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雲南市立かもめ保育園の笹巻きづくりの様子（６月８日）



2016　市政懇談会

　

　着
実
に
進
む
雲
南
市
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み

　

平
成
28
年
度
市
政
懇
談
会
特
集

　着
実
に
進
む
雲
南
市
の
地
方
創
生
の
取
り
組
み

～
昨
年
の
人
口
の
社
会
動
態
は
-92
人
～

１
．人
口
の
社
会
動
態

　
本
市
で
は
、
合
併
後
社
会
動
態
で

１
年
平
均
で
２
０
０
人
前
後
人
口
が

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
総
合

計
画
の
前
期
計
画
期
間
の
平
成
31
年

度
ま
で
に
増
加
へ
と
転
換
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
の
社
会
動
態
は
、
92
人

の
減
少
で
、
１
５
２
人
の
減
少
目
標

に
対
し
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
取
り
組
み
を
す
す
め
ら
れ
た
結
果

で
す
。

　
今
後
も
「
人
口
の
社
会
増
」
に
向

け
て
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年
社会動態目標 － － △152人 △97人 △43人
社会動態実績 △152人 △222人 △92人 － －

※下段は雲南市の人口の社会動態の動向 (島根県人口移動調査による）

　①
子
育
て
分
野

　
子
育
て
に
伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

２
．「
人
口
の
社
会
増
」
に
向
け
た

施
策
の
取
り
組
み
の
状
況

⑴
「
定
住
基
盤
整
備
」
と
地
域
課
題
解
決
に

向
け
た
「
人
材
の
育
成
・
確
保
」

　
雲
南
市
で
は
、「
人
口
の
社
会
増
」
に
向
け
、
行
政
が
中

心
と
な
っ
て
す
す
め
る
「
定
住
基
盤
整
備
」
と
、
学
校
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
産
業
関
連
団
体
・
地
域
自
主
組
織
な
ど
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
で
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
子
ど
も
・
若
者
・
大

人
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
り
「
人
材
の
育
成
・
確
保
」
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
「
人
口
の
社
会
増
」
に
向
け
て
、
平
成
28
年

度
当
初
予
算
で
は
、
27
年
度
当
初
予
算
よ
り
さ
ら
に
約

１
億
３
千
万
円
増
額
し
た
約
５
億
円
の
予
算
を
確
保
し
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑵ 

充
実
し
た
「
定
住
基
盤
整
備
」

　
流
出
の
抑
制
と
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
子
育
て
世
代
の

定
住
環
境
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
・
仕
事
・

住
ま
い
等
の
事
業
拡
充
や
新
規
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
３
子
以
降
保
育
料
無
料
化（
保
育
所・幼
稚
園
）事
業【
継
続
】

　
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
場
合
、
第
３
子

以
降
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
保
育
料
を
無

料
に
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
保
育
所
対
象
児
　
２
４
４
人
（
保
育
料
軽
減
額�

４
９
、２
７
４
千
円
）

　
　
幼
稚
園
対
象
児
　
　
　
61
人
（
保
育
料
軽
減
額�

　
３
、３
９
３
千
円
）

第
１
子・第
２
子
に
係
る
保
育
所
保
育
料
軽
減
事
業
【
新
規
】

　
島
根
県
が
、平
成
28
年
度
か
ら
３
歳
未
満
児
の
第
１
子・

第
２
子
に
係
る
保
育
所
保
育
料
を
軽
減
し
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
【
継
続
】　
　
　

　
０
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
自
己
負
担
分

を
無
料
に
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
０
歳
～
小
学
校
６
年
生
　
３
、８
４
３
人

　
　
中
学
１
年
生
～
３
年
生
　
１
、０
６
５
人

（
助
成
額
　
１
３
３
、７
６
５
千
円
）

　
雲
南
市
は
、
20
歳
代
、
30
歳
代
を
中
心
と
し
た
子
育
て
世
代
の
流
出
抑
制
、
移
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
、
さ
ら
に
「
人
づ
く
り
」
や
「
若
者
誘
致
」
を
す
す
め
、

課
題
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な
目
標
に
「
人
口
の
社
会
増
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
今
月
は
そ

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
【
継
続
】

　
乳
幼
児
期
か
ら
の
子
ど
も
の
発
達
や
虐
待
、
不
登
校
お

よ
び
就
労
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
教
育
相
談
件
数
　
３
５
５
件

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
【
継
続
】

　
育
児
に
関
す
る
相
談
業
務
や
、
同
年
代
の
子
ど
も
を
も

つ
保
護
者
相
互
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

　
特
に
平
成
27
年
度
か
ら
木
次
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

土
曜
日
開
所
時
間
を
半
日
か
ら
１
日
に
拡
充
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
木
次
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
年
間
延
利
用
者
数
　
１
０
、８
５
０
人

　
　
　
う
ち
土
曜
日
利
用
人
数
　
１
、８
３
５
人
（
前
年
度
の
約
１・７
倍
）

不
妊
治
療
費
助
成
金
事
業
【
継
続
】

　
不
妊
治
療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
よ
り
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
の
上
限
額
を

年
間
３
万
円
か
ら
10
万
円
に
増
額
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
不
妊
治
療
費
助
成
額
（
人
数
）　�

６
、１
０
１
、０
９
８
円

（
延
べ
74
人
　
実
人
数
55
人
）

　
　
内
訳
：
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
額
　
２
、９
３
０
、４
７
８
円

（
延
べ
34
人
　
実
人
数
31
人
）

　
　
　
　
　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
額
　
３
、１
７
０
、６
２
０
円

（
延
べ
40
人
　
実
人
数
33
人
）

　②
仕
事
分
野

　
企
業
誘
致
や
地
域
内
で
の
地
場
産
業
の
振
興
等
に
加

え
、
起
業
・
事
業
承
継
の
支
援
を
行
い
、
地
域
の
活
力

を
生
み
出
す
産
業
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

企
業
誘
致
推
進
事
業
【
拡
充
】

 

企
業
誘
致
専
門
員
を
配
置
し
、
藤
が
丘
企
業
団
地
お
よ

び
神
原
企
業
団
地
等
へ
の
立
地
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　

　
　
企
業
立
地
認
定
（
補
助
対
象
事
業
所
）
６
件

　
　
増
加
常
用
従
業
員
数
　
20
人

起
業
創
業
・
経
営
支
援
事
業
【
拡
充
】　
　

　
市
内
企
業
と
若
手
起
業
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進

し
、
地
域
内
で
の
第
二
創
業
や
事
業
承
継
が
活
発
化
す
る

企
業
経
営
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
創
業
・
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
延
参
加
者
数
　
83
人

雲
南
市
産
品
販
路
拡
大
事
業
【
拡
充
】　
　

　
専
門
人
材
を
配
置
し
て
雲
南
市
産
品
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
産
品
販
路
拡
大
事
業
数
　
１
件

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
介
護
人
材
確
保
事
業
【
新
規
】 

　
県
外
か
ら
、
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
就
労
し

よ
う
と
す
る
人
材
に
対
し
て
、
事
業
所
で
実
施
さ
れ
る
体

験
研
修
等
に
要
す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

ア
グ
リ
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
【
新
規
】

　
就
農
を
希
望
さ
れ
る
移
住
者
や
学
生
の
短
期
農
業
体
験

の
受
入
れ
を
行
い
ま
す
。

 

平
成
28
年
度 

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

 

平
成
28
年
度 

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

（※開催日順）
開 催 町 会　　　場 開　催　日　時
三刀屋町 三刀屋交流センター ７月21日（木）19時～21時
大 東 町 大東地域交流センター ７月25日（月）19時～21時
吉 田 町 吉田健康福祉センター ７月29日（金）19時～21時
掛 合 町 掛合総合センター ８月２日（火）19時～21時
木 次 町 木次経済文化会館　チェリヴァホール ８月５日（金）19時～21時
加 茂 町 加茂文化ホール　ラメール ８月８日（月）19時～21時

※どこの会場へ参加されても構いません。

◆市政懇談会の日程◆　

　
今
年
度
の
市
政
懇
談
会
は
、
各
町
地
域
自
主
組
織
と
の
話

し
合
い
に
よ
り
、
左
記
の
市
内
６
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、「
第
２
次
総

合
計
画
お
よ
び
地
方
創
生

の
平
成
27
年
度
の
取
り
組

み
結
果
と
本
年
度
の
主
な

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
市
政
懇
談
会
で
説
明
す

る
「
第
２
次
総
合
計
画
と

地
方
創
生
の
主
な
取
り
組

み
」
は
、
雲
南
夢
ネ
ッ

ト
の
番
組
で
７
月
14
日

（
木
）、
20
日
（
水
）、
８

月
３
日（
水
）に
放
送
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
事
前
に

情
報
提
供
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の

皆
さ
ん
に
も
安
心
し
て
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
各

会
場
に
臨
時
の
託
児
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
な
お
、
託
児
所
を
利
用

さ
れ
る
場
合
は
、
開
催
日

の
３
日
前
ま
で
に
開
催
町

の
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
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　③
住
ま
い
分
野

　
子
育
て
世
帯
の
マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
の
促
進
や
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
拡
大
、
定
住
促
進
に
向
け
て
、
住
ま
い
の

建
設
や
確
保
な
ど
に
関
す
る
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
世
帯
定
住
宅
地
貸
付
事
業
【
継
続
】　 

　
市
内
に
住
宅
を
建
設
し
、
定
住
し
よ
う
と
す
る
子
育
て

世
帯
に
市
有
宅
地
を
25
年
間
貸
与
し
、
貸
与
期
間
満
了
後

は
無
償
譲
渡
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
０
件

子
育
て
世
帯
定
住
宅
地
購
入
支
援
事
業
【
継
続
】

　
市
内
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
子
育
て
世
帯
が
住
宅
建
築

を
目
的
に
、
民
間
売
買
に
よ
り
宅
地
を
購
入
す
る
場
合
、

購
入
費
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
11
件

定
住
促
進
住
宅
（
木
次
東
・
加
茂
中
団
地
）
の

入
居
者
支
援
事
業
【
継
続
】

　
市
外
か
ら
、
定
住
促
進
住
宅
（
木
次
東・加
茂
中
団
地
）

に
転
入
す
る
子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
人
数
に

応
じ
家
賃
を
減
額
し
ま
す
。
　 

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
２
世
帯

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
固
定
資
産
税
課
税
免
除
制
度【
継
続
】 

　
子
育
て
世
帯
が
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
し
た
場
合
、

既
存
の
免
除
制
度
を
２
年
間
延
長
し
、
５
年
～
７
年
間
固

定
資
産
税
の
課
税
を
免
除
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降
に
新
築
等
さ
れ
た
方
が
対
象
で
平
成
29
年
度

課
税
分
か
ら
免
除

空
き
家
改
修
補
助
事
業
【
拡
充
】

　
移
住
者
の
定
住
を
目
的
と
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の

改
修
を
行
う
場
合
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
３
件

空
き
家
片
付
け
助
成
事
業
【
継
続
】 

　
空
き
家
の
片
付
け
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
16
件

⑶ 

全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
人
材
の
育

成
・
確
保
に
向
け
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
は
じ
ま
り
、
雲
南
市
の
抱
え
る
課
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
が
た
く
さ
ん
う
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り

組
み
た
い
人
た
ち
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　①
子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
自
立
し
た
大
人
に
な
る
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推

進
し
、
知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
学

力
の
向
上
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｕう

ん

な

ん

Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
学
び
サ
ポ
ー
ト
事
業
【
新
規
】

　
高
い
指
導
力
を
持
つ
教
員
等
を
招
へ
い
し
、
授
業
指
導

や
示
範
授
業
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
中
高
一
貫

教
育
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
教
育
監
を
２
人
配
置

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
放
課
後
等
に
地
域
の
方
の
参
画
を
得

な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
等
を
活
用
し
た

学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

教
育
魅
力
化
推
進
事
業
【
新
規
】

　
魅
力
的
な
教
育
環
境
の
創
出
に
向
け
て
「
教
育
魅
力
化

推
進
会
議
」
を
組
織
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
高
校
の
寮
・
下
宿
費
用

に
対
し
て
助
成
を
行
う
ほ
か
、
市
民
バ
ス
の
増
便
等
に
よ

り
通
学
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業
【
継
続
】

　
多
様
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
学
習
や
体
験
活
動
を
保

障
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　

　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
（
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
）
の
う
ち

学
校
復
帰
お
よ
び
進
路
実
現
で
き
た
割
合
　
92
・
８
％�

土
曜
日
の
教
育
支
援
事
業
【
拡
充
】

　
大
学
生
、
社
会
人
、
地
域
の
大
人
が
連
携・協
働
し
て
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
体
験
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
学
習
支
援
、
地
域
課
題
の
発
見
や
解
決

へ
の
取
り
組
み
な
ど
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　
　
土
曜
学
習
の
中
高
生
参
加
者
数
　
１
７
６
人

幸
雲
南
塾
IN
さ
ん
べ
事
業
【
継
続
】

　
市
内
中
学
３
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
将
来
の
夢
や

目
標
を
持
っ
て
が
ん
ば
る
こ
と
の
大
切
さ
を
主
体
的
に
学
ぶ

宿
泊
型
の
人
材
育
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒
の
割
合
　
80
・
０
％

〈
対
象
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
〉

い
ん

4市報うんなん  No.140

2016　市政懇談会

　②
若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
地
域
課
題
解
決
に
向
け
、
課
題
解
決
人
材
の
育
成
・

確
保
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
若
者
た
ち
が
課
題
解
決
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

若
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
【
継
続
】　 

　
社
会
起
業
や
地
域
貢
献
を
志
す
若
者
の
学
び
と
実
践
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
幸
雲
南
塾
（
大
人
版
）」
を
開
講
し
、

地
域
課
題
解
決
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保
と
活
動
の
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
課
題
解
決
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
数
　
３
件
・
従
業
員
数
　
７
人

チャレンジが連鎖する２days‼

ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
推
進
事
業
【
継
続
】　
　
　

　
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
若
者
等
に
対
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
に
必
要
と
な
る
知
識
等
の
習
得
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　

　
　
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
た
若
者
　
６
件
・
団
体
数
　
18
人

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
事
業
【
拡
充
】

　
大
学
生
に
地
域
課
題
解
決
の
現
場
を
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
職
業
実
修
等
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

「
雲
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｕ
Ｃ
Ｃ
）」
を
開
校

し
、
雲
南
市
の
地
域
課
題
解
決
の
担
い
手
の
育
成
確
保
を

図
り
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
を
き
っ
か
け
に
市
内
の
地
域
活
動

に
複
数
回
参
画
し
た
学
生
数
　
15
人

地域の持続可能性を高めるために

　③
大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
地
域
自
主
組
織
の
法
人
化
や
人
材
育
成
な
ど
活
動
基

盤
の
充
実
強
化
を
図
り
、
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
活

動
を
促
進
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
応
援
人
材
配
置
事
業
【
拡
充
】

　
地
域
課
題
解
決
の
た
め
、
市
外
か
ら
の
人
材
を
地
域
雇

用
で
配
置
し
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

※
４
地
域
に
１
人
ず
つ
、
最
長
３
年
度
間
を
基
本
に
継

続
配
置
し
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
　
地
域
づ
く
り
応
援
人
材
を
配
置
し
た
地
域
自
主
組
織
数
　
２
組
織

持
続
可
能
型
地
域
推
進
事
業
【
継
続
】 

　
地
域
課
題
解
決
人
材
を
育
成
・
確
保
す
る
た
め
の
講
座

を
実
施
す
る
ほ
か
、
地
域
自
主
組
織
の
法
人
制
度
を
確
立

す
る
た
め
、
小
規
模
多
機
能
自
治
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
を
活
か
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
実
績
　

　
　
地
区
計
画
策
定
済
・
策
定
中
の
地
域
自
主
組
織
数
　
26
組
織
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▲ 雲南市子育てポータルサイト
　　「ゆっくり、子育て。雲南市」
　　http://kosodate-unnan.jp/

▲ 雲南市のこれからを楽しむサイト
　　「これから。Ｕｎｎａｎ」
　　http://hokkori-unnan.jp/korekara/

▲雲南市定住情報サイト
　  「ほっこり雲南」
　　http://hokkori-unnan.jp/

■平成27年度開設したサイト

■平成27年度リニューアルしたサイト

⑷ 

移
住
定
住
の
た
め
の
情
報
発
信
・
相
談
窓

口
の
充
実

　
雲
南
市
で
は
、
地
域
自
主
組
織
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
た
積

極
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
、
地
域
課
題
解
決
に
関
心
の
高
い
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
や
活
動
実
践
者
の
移
住
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

①
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
強
化

　
20
歳
代
～
30
歳
代
が
情
報
収
集
に
利
用
さ
れ
て
い
る

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
や
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
な
ど
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

い
ま
し
た
。

※
平
成
27
年
度
実
績

　
　
雲
南
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
　
い
い
ね
！
数　

　
６
、１
９
８
人

　
　
投
稿
数
　
７
５
０
件

１
投
稿
あ
た
り
の
平
均
閲
覧
数
　
約
１
３
、０
０
０
人

　
　
動
画
配
信
数
　
20
本
・

う
ち
動
画
広
告
配
信（
２
本
）合
計
再
生
回
数
　
約
８
２
０
、０
０
０
回

１
本
あ
た
り
の
平
均
再
生
回
数
　
約
２
７
、０
０
０
回

②
定
住
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
増
員

　
移
住
定
住
の
相
談
や
定
住
後
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
専
属
の
定
住
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
２
人
増
員
し

５
人
で
、
情
報
提
供
や
相
談
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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相談件数（件） 世帯数（世帯） 人数（人） 内子ども（人）

定住支援スタッフが対応した移住定住実績（H17－H27）

課題解決人材の移住実績（平成27年度）
雲南市が抱える課題を解決し、挑戦しようと雲南市へ移住された方の人数
〔移住前の圏域／東北１人、関東13人、関西２人、中国４人（うち県内２人）、九州２人〕

合計 22人

い
ま
す
。
こ
の
立
ち
寄
り
地
と
し
て
、
雲
南
市
の
『
菅す

が
や谷

た
た
ら
山さ

ん
な
い内

』、食
の
杜
『
室む

ろ
や
ま山

農
園
』、『
須す

我が

神
社
』・『
神

３
．
交
流
人
口
の
拡
大
へ

⑴ 

交
流
人
口
の
拡
大

　
雲
南
市
で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
特
に
、

観
光
入
込
客
を
増
や
す
た
め
に
次
の
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

雲南市の観光入込客数の推移

平成25年 平成26年 平成27年

144万人 138万人 148万人

③
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用

　

雲
南
市
が
市
内
に
あ
る
空
き
家
物
件
の
情
報
提
供
を
行

う
制
度
で
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。
毎

年
平
均
約
30
世
帯
１
０
０
人
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用

し
て
雲
南
市
に
定
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用
の
流
れ

・
空
き
家
バ
ン
ク
利
用
申
し
込
み

・
空
き
家
情
報
の
閲
覧

う
ん
な
ん
暮
ら
し
推
進
課
（
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
４
）
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
相
談

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
空
き
家
物
件
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
も
可
能
で
す
。

・
現
地
見
学

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
を
案
内
し
ま
す
。

・
物
件
の
交
渉
・
契
約

所
有
者
と
面
談
を
し
、

双
方
間
で
交
渉
や
契
約

を
行
い
ま
す
。空

き
家
の
登
録
募
集
中

空
き
家
の
登
録
募
集
中
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菅谷たたら高殿

⑵ 

交
流
人
口
の
増
加
策

　
従
来
の
観
光
施
策
に
加
え
、
た
た
ら
に
関
す
る
日
本
遺
産

認
定
、
映
画
「
た
た
ら
侍
」
の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を
活
用
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
列
車
「
瑞み

ず

風か
ぜ

」

の
立
寄
り
観
光
な
ど
、
雲
南
市
が
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
る

好
機
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
を
強
化
す
る
と
共
に
、

来
訪
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
施
設
の
整
備
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、「
国
民
宿
舎
清
嵐
荘
」
の
改
築
や
中
心
市
街

地
の
整
備
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
に
ぎ
わ
い
創
出
を
め
ざ
し

ま
す
。

①
日
本
遺
産
「
出い
ず
も
の
く
に

雲
國
た
た
ら
風
土
記
」

　
　
鉄
の
道
文
化
圏
推
進
協
議
会
（
雲
南
市
・
安
来
市
・
奥

出
雲
町
で
構
成
）
で
申
請
し
て
い
た
「
出
雲
國
た
た
ら
風

土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」
が
文
化
庁
か

ら
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
た
た
ら
製
鉄
と
そ
れ

に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
当
圏
域
の
景
観
や
文
化
を
国
内
外
に

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

②
映
画
「
た
た
ら
侍
」
セ
ッ
ト
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

　
　
昨
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た
映
画
「
た
た
ら

侍
」
で
は
、
市
内
に
大
規
模
な
映
画
セ
ッ
ト
が
築
造
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
セ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、
映
画
の
世
界
観
を

楽
し
む
と
と
も
に
地
元
産
品
を
味
わ
う
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
多
く
の
来
訪
者
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
雲
南
市
や
島
根
県
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
Ｊ
Ｒ
西
日
本
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
『
瑞
風
』」

　
　「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
『
瑞
風
』」
は
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
平
成
29
年
春
か
ら
運
行
を
予
定
し
て
い
る
豪
華

寝
台
特
急
で
す
。
中
国
地
方
を
め
ぐ
る
列
車
で
、
１
日
１

回
は
下
車
を
し
て
立
ち
寄
り
観
光
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
立
ち
寄
り
地
と
し
て
、
雲
南
市
の
『
菅す

が
や谷

た
た
ら
山さ

ん
な
い内

』、食
の
杜
『
室む

ろ
や
ま山

農
園
』、『
須す

我が

神
社
』・『
神

楽
の
宿
』
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
、

雲
南
地
域
の
魅
力
を
最
大
限

に
引
き
出
せ
る
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
『
瑞

風
』
の
立
ち
寄
り
観
光
を
機

会
に
観
光
地
と
し
て
の
質
を

高
め
、
さ
ら
な
る
観
光
誘
客

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
地
方
創
生
は
、
市
民
の
皆
様
と
地
域
、
市
外
の
応

援
団
、そ
し
て
行
政
の
総
働
に
よ
る
推
進
が
必
要
で
す
。

　
今
後
と
も
、
力
を
合
わ
せ
課
題
解
決
に
向
け
歩
み

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
南
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
速

　
水

　
雄

　
一

お
わ
り
に
‥

　
私
た
ち
は
、「
人
と
自
然
と
歴
史
と
食
の
幸
」

を
受
け
継
い
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
大
切
に
し

て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
そ
の
幸
を
活
か
し
、
市
民
力
を
結

集
し
、
課
題
に
立
ち
向
か
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
挑
戦
を
通
し
交
流
を
生
み
出
し
、

世
界
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　（
こ
れ
は
、
第
二
次
総
合
計
画
に
掲
げ
て
い
る
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
で
す
。）

雲
南
市
ふ
る
さ
と
納
税

　
雲
南
市
で
は
、
市
の
魅
力
の
発
信
強
化
や
地
域
経
済

の
活
性
化
、
地
域
づ
く
り
活
動
へ
の
一
層
の
支
援
や
寄

附
の
拡
大
を
め
ざ
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く

の
方
に
雲
南
市
を
応
援
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
充
実
・
変
更
点

・
寄
附
金
の
使
途
の
追
加
（
地
域
自
主
組
織
の
取
り
組

み
支
援
を
追
加
し
ま
す
）

・
返
礼
品
の
充
実
（
こ
れ
ま
で
の
19
品
か
ら
約
30
品
に

充
実
し
、
更
に
追
加
に
努
め
ま
す
。）

・
返
礼
品
の
進
呈
寄
附
額
の
変
更
（
こ
れ
ま
で
の

５
０
０
０
円
以
上
か
ら
１
万
円
以
上
に
変
更
し
ま
す
）

・
寄
附
金
納
付
方
法
の

追
加
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

を
始
め
ま
す
）

・
Ｐ
Ｒ
方
法
等
の
追

加
（
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
さ
と
ふ
る
」
で
の

Ｐ
Ｒ
や
寄
附
納
付
を

始
め
ま
す
）

充
実
・
変
更
開
始
時
期

　
７
月
１
日
（
金
）

ふるさと納税ポータルサイト「さとふる」
http://www.satofull.jp/
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UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

第４回さくらおろち湖ウォーク大会がさくらおろ
ち湖でさくらおろち湖ウォーク大会実行委員会

（会長 足
あ

立
だち

昭
しょう

二
じ

さん）の主催により開催されました。
　この大会は、競技ではなく、さくらおろち湖ボート
施設をスタートし、①さくらおろち湖一周＋神楽伝承
館ホースセラピー巡り（20.8㎞）、②さくらおろち湖
１周（12.5㎞）、③さくらおろち湖半周（5.4㎞）のい
ずれかのコースから選択し、景観を楽しみながら歩く
大会です。

▲スタートの様子 ▲橋からの眺めは最高でした

さくらおろち湖ウォーク大会

５/15
日

５/15
日

第５回さくらおろち湖お花見レガッタがさくらおろち湖で斐伊川さくら
ボート協会（会長 佐

さ

藤
とう

敏
とし

晴
はる

さん）主催により行われ、一般男子、一般女子、
雲南男子、シニアの４部門に分かれ、57クルー、約400人が参加しました。
　参加者たちは、舵手の指示のもと約400ｍの一直線に伸びたコースをゴールするまで漕ぎ続け、新緑の湖畔
に水しぶきを上げながら熱い戦いが繰り広げられました。

▲息を合わせてオールを漕ぐ参加者 ▲いよいよスタート

さくらおろち湖
お花見レガッタ

　大会当日は快晴の中、近所の方々、家族、職場の仲
間などでさくらおろち湖周辺の自然・景色を楽しみな
がらウォーキングをされました。
　この大会は年々参加者が増え、今回は322人の参加
があり、最高齢は87歳の方でした。
　参加者の皆さんは全員無事にゴールされ、ゴール後
には豚汁、おにぎりも用意され、おいしくいただきな
がら、地元特産品の当たる抽選会などで盛り上がりま
した。
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UNNAN◎BIYORI

◀雲子ちゃん

まちの話題を
紹介するよ

掛合町入
いる

間
ま

地区に伝わる「いるま花田植え」が、
入間花田植え実行委員会（委員長 小

あ ず き ざ わ

豆澤政
まさ

廣
ひろ

さん）の主催により長
ちょう

栄
えい

寺
じ

前の水田で行われ、
県内外から多くの写真愛好家たちが詰めかけまし
た。
　この花田植えは、途絶えていた伝統文化を次世
代に伝え、地域活性化を図ろうと、平成14年から
毎年開催されています。
　当日は、地元の高校生や県内の国際交流員など
多くの方が参加し、入間交流センターから水田ま
でパレードした後、はやしこたちが奏でる田植え
ばやしに合わせ、絣

かすり

の着物に赤の腰巻を身につけ
た早乙女たち40人が一列に並び田植えを行いまし
た。

ＵNNAN アートスタート実行委員会（委員長 須
す

藤
とう

和
かず

裕
ひろ

さん）が主催した『第 1 弾よしととみん
なで遊ぼう！ UNNAN アートスタート』が木次経済
文化会館チェリヴァホールで行われ、約120人の親子
が参加しました。
　UNNAN アートスタートは、アートを通じて小さ
な子どもから大人まで誰でも表現することの楽しさを
体感するプログラムです。

豊作を祈る伝統行事
「いるま花田植え」

５/22
日

第1弾よしととみんなで遊ぼう！
UNNANアートスタート

５/22
日

　第１弾は、紙芝居作家として全国で活躍中のよしと
さんを迎え、自分の好きな楽器を画用紙に書いてみん
なで遊ぶワークショップを行いました。その後、よし
とさんの紙芝居パフォーマンスも行われ、子どもも大
人も一緒に楽しい時間を過ごしました。
　第２弾は、「０歳から入れるおんがく会」が開催さ
れます。現在申し込み受付中！
　親子で一緒に音楽を楽しんでみませんか ?
　※詳細は裏表紙のイベント情報をご覧ください。

▲パレードの様子

▲田植えばやしを奏でるはやしこたち

▲参加者集合写真

ワークショップの

▲

様子

▲よしとさん
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チャレンジデーは、15分以上継続して運動やスポー
ツをした住民の参加率（%）を競うものです。

今年は、秋田県北秋田市と鹿児島県南さつま市との３
年ぶりの３つどもえの対戦となりました。
　今年のメインイベント、加茂中央公園野球場で開催
した「だるまさんがころんだ大会 in 雲南」には、市
内の小中学生ら約40人が参加しました。
　この大会は初めての開催で、一般的な「だるまさん

チャレンジデー2016５/25
水

がころんだ」をもっと簡単にした雲南市特別ルールで
行い、会場はチャレンジマンの「だるまさんがこ～ろ
んだ！」の掛け声と参加した子どもたちの楽しそうな
声があふれていました。来年も開催予定ですので、皆
さんの参加をお待ちしています。
　また、フィナーレイベントでは、ローマオリンピック
体操代表の望

もち

月
づき

紀
き

美
み

子
こ

さんによる口の周りの筋肉を鍛
える運動などの指導をしていただきました。

　最後に、チャレンジマンとの「北秋田
市と南さつま市の特産品争奪大ボディ
じゃんけん大会」で盛り上がりました。
【チャレンジデー2016結果】

人　　口 参加者数 参加率
雲南市 40,451人 22,405人 55.4%
北秋田市 34,093人 18,972人 55.6%
南さつま市 35,956人 24,555人 68.3%

（平成28年２月の住民基本台帳人口による参加率）

　残念ながら、対戦には敗れ３位でしたが、参加率
は50%を超え、金メダルを受賞しました。
　今後も「運動の習慣化による健康増進」と「なか
まづくり」というチャレンジデーの理念がさらに広
がり、市民の皆さんの生活が充実することをめざし
て取り組みたいと思います。

▲一宮交流センターでの
　ジャンボ巻きずし挑戦（三刀屋町）

▲新市いきいき会のウォーキング（木次町）

▲掛合町軽スポーツ大会（掛合町）

▲望月先生による体操教室
　（フィナーレイベント）

▲空き缶積大会（雲南市役所）

▲高齢者スポーツ大会（吉田町）

▲だるまさんがころんだ大会 in 雲南（加茂町）
▲大東公園体育館での体験教室（大東町）

10市報うんなん  No.140

社会起業家や地域貢献を志す若い人材の育成・発
掘を目的とし、平成23年度から始まった幸雲南

塾。今年度は、先輩実践家が指導者として10ヵ月間伴
走し、課題解決の取り組みが持続可能な事業となるこ
とをめざす「幸雲南塾2016」と、地域づくりの第一歩
を学ぶ「ラボアカデミー～地域を知る・役割を見出す～」
の２つのコースを展開していきます。 
　初回は、木次健康の森で２日間に渡って開催しまし

幸雲南塾2016・ラボアカデミー 
スタートアップ合宿

た。初日の講師に、
公益組織の経営専門
家である株式会社
P
パ ブ リ コ

ubliCo 代 表 山
やま

元
もと

圭
けい

太
た

さんを招き、「組
織使命」を設定する
ことの重要性や「事
業対象者」について
伴走者と一緒に検討
しました。 

　２日目はＮＰＯ法人岡山ＮＰＯセンター 理事 石
いし

原
はら

達
たつ

也
や

さんを講師に、初日に設定した「事業対象者」に
ついての調査手法に関する講義及びコンサルティング
を行っていただきました。
　今期は、幸雲南塾生３組６人、ラボアカデミー生14
人によるチャレンジが始動しました。今後の活躍にご
期待、応援のほどよろしくお願いします！

▲全体集合写真

▲活動内容について発表する塾生

５/28▲

29
土

日

若者
チャレンジ

中高校生を対象に学年・学校を超えた学び合いに
よる人材育成塾『中高生の！幸雲南塾 2016』が

スタートしました。
　この塾は、中高生が視野を広げ、将来の進路に必要

『中高生の！幸雲南塾2016』
スタート！！

な力を育むことを目的に、雲南市と認定ＮＰＯ法人カ
タリバの協働により実施しています。雲南市役所を会
場に開催した５月の塾に参加した中高生は、大学生の
協力を得ながら学校生活の目標づくりと学習に取り組
みました。

　今後も、市内外で活躍する大学生や社会人と一緒に、
中高生が大人になる時に必要な力（学力、課題解決力、
創造力など）を育む場を月２回程度開催する予定です。
　都合の良い時間だけの参加も可能です。
　中高生の皆さんの参加をお待ちしています♪
　※７月の予定は最終ページに記載しています。

▲マナビバ（大学生による学習支援）の様子

▲探究ゼミ（大学生と学校生活の目標づくり）

５/21・

28
土

土

子ども
チャレンジ
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「日本の棚田百選」に選ばれた大東町山
さん

王
のう

寺
じ

本
ほん

郷
ごう

地
区において、毎年恒例の田んぼの学校が開校さ

れました。
　当日は、小中学生や幼児も含め約70人が参加し、古
代米の黒米やコシヒカリの田植え、さつまいもの苗植え
などを行いました。

▲田植えの様子

▲参加者集合写真▲さつまいもの苗植えの様子

▲シンポジウムの様子

田んぼの学校～田植えコース～５/29
日

unnan
市長
コラム
市長
コラム 「鉄のまほろばシンポジウム」が加茂文化ホール 

ラメールで開催され、県内外から約350人が集
まりました。
　これは、雲南市・安来市・奥出雲町で構成する鉄の
道文化圏推進協議会が日本遺産認定記念として開催し
たものです。
　当日は、東京大学大学院 教授 西

にし

村
むら

幸
ゆき

夫
お

さん、広島
大学大学院 教授 中

なか

越
ごし

信
のぶ

和
かず

さん、島根県立古代出雲歴
史博物館 角

かく

田
だ

徳
のり

幸
ゆき

さんが講演を行ったほか、山陰中
央新報雲南支局長 引

ひき

野
の

道
みち

生
お

さんのコーディネートに
よるパネルディスカッションも行われました。
　西村教授は「見慣れた景色でも地域の歴史がつまっ
ている。その歴史を知ることで地域の人たちに自分た
ちの暮らすまちに対する誇りが醸成される」、中越教授
は「たたら製鉄に育まれた里山が今は竹やイノシシに
より荒らされている印象を受ける。地域の人たちだけで
はなく地域外からも人を呼び込んで里山の手入れをす
るような工夫が必要では」と持論を展開されました。ま
た、角田氏は「この地域にはまだまだ知られていない

日本遺産認定記念
「鉄のまほろばシンポジウム」

５/29
日

　田植えの後には昼食会もあり、地元の方に作っていた
だいた料理をみんなで一緒に食べ、交流を深めました。
今後の予定
９月25日（日）（予定）田んぼの学校
　　　　　　　　　　　～稲刈りコース～
10月30日（日）（予定）田んぼの学校
　　　　　　　　　　　～収穫祭コース～・棚田祭り

たたら製鉄の遺構がある。専門的に調査研究できる人
材を地元で育成していくことが重要」と強調されました。
　このシンポジウムの模様は、下記ユーチューブの
チャンネルでいつでも動画を見ることができます。

　鉄の道文化圏推進協議会ユーチューブチャンネル
　　http://bit.ly/1NBb0Ab
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世
界
に
誇
る「
た
た
ら
文
化
」を

世
界
遺
産
に

　
先
月
号
で
、
た
た
ら
文
化
遺
産
が
平
成
28
年
度
の
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
認
定
記
念
事
業
と
し
て
、
５
月

29
日
（
日
）、
加
茂
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
メ
ー
ル
で
「
鉄
の
ま
ほ
ろ
ば
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
人
の
講
師
の
方
々
に
よ
る
基
調
講
演
、
引
き
続
い
て
の
意
見
交
換

と
、
大
変
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
砂
鉄
と
木
炭
か
ら
鉄
を
つ
く
る
「
た
た
ら
製

鉄
」
は
、
日
本
古
来
の
鉄
づ
く
り
で
あ
り
世
界
唯
一
、
こ
の
地
で
継
承

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
原
料
と
な
る
砂
鉄
を
得
る
た
め
に
切
り
崩
し
た
山
が
棚
田
に

変
わ
り
、
米
が
、
酒
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
木
炭
を
つ
く
る
た
め

に
木
を
伐
採
し
、
そ
の
あ
と
に
ま
た
木
を
植
え
、
森
林
資
源
を
循
環
的

に
利
活
用
し
て
き
た
こ
と

な
ど
、
た
た
ら
製
鉄
が
地

域
経
済
の
発
展
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
き
た
こ
と

が
、熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の

世
界
に
誇
る
「
た
た
ら
文

化
」
を
、
今
に
活
か
し
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
、
日
本
遺
産
に
と
ど
ま

ら
ず
、
世
界
遺
産
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

鉄のまほろばシンポジウムであいさつする速水市長

unnan
市長
コラム
市長
コラム

第8回「小規模多機能自治を考える雲南の集い」
～雲南ゼミH28春の陣～ 地域自主組織取組発表会

６/４
土

雲南市をはじめ、全国各地で取り組まれつつある
小規模多機能自治の仕組みを相互に学びあう場

として、雲南ゼミ H28 春の陣を開催いたしました。
　参加者は、１都５県から、行政職員・ＮＰＯ法人・
一般社団法人など総勢27人に参加いただきました。
　今回は中野地区の「笑んがわ市」・鍋山地区・吉田
地区・民谷地区・松笠地区・入間地区を視察・取材し、
意見交換させていただきました。
　今後も小規模多機能自治の推進に向け、相互に学び
高め合いながら取り組んでいきます。次回、雲南ゼミ

地域自主組織取組発表会を加茂文化ホール ラメー
ルで、県内外から約120人が参加し開催しました。

　今回から地域自主組織５組織に加え、市内で活動さ
れている市民活動団体１団体、幸雲南塾塾生からそれ
ぞれ取り組まれている事業内容や、工夫されている点
などを発表いただき、付箋を使ってグループ単位で意
見交換も行いました。
　発表を受け、講師の川

かわ

北
きた

秀
ひで

人
と

さん（Ｉ
アイ

Ｉ
アイ

Ｈ
エイチ

Ｏ
オー

Ｅ
イー

［人
と組織と地球のための国際研究所］代表）からは、各
組織への個別アドバイスとともに、全体へ向けて、今
後の85歳以上の人口増加に備えた人口構造の見通し（予Ｈ28秋の陣は、10月

13日（木）～15日（土）
に開催予定です。

測）や「人材・組織
づくり」の重要性に
ついてアドバイスを
いただきました。
　次回の地域自主組
織取組発表会は、10
月15日（土）に開催
予定です。▲雲南ゼミ参加者（鍋山交流センター）

▲会場の様子

６/２
～

４
木

土

大人
チャレンジ
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雲
南
病
院
だ
よ
り

　
☆
看
護
の
日
と
は
☆

　
国
民
の
間
に
看
護
の
心
、
助
け
合
い
の
心
が
育
つ
よ
う
に
と
、
近
代
看
護
を
築
い
た

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
で
あ
る
５
月
12
日
を
「
看
護
の
日
」
と

１
９
９
１
年
（
Ｈ
13
）
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
看
護
の
日
」
を
含
む
日
曜
日
か
ら
土
曜

日
が
「
看
護
週
間
」
と
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　｢

看
護
の
日｣

の
意
義
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
生
活
し
老
い
、
生
を
全
う

で
き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
を
願
い
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
そ
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る
「
看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に
」
の
思
い
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
浸
透
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

　
５
月
12
日
（
木
）
病
院
総
合
案

内
前
ロ
ビ
ー
で
「
看
護
の
日
」
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
た
さ
わ
や
か
な

天
気
で
、
67
人
も
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
、
無
料
で
血
圧
測

定
、
体
脂
肪
測
定
、
保
健
師
に
よ

る
健
康
相
談
を
行
い
、「
告
知
放

送
を
聞
い
て
来
ま
し
た
」「
昨
年

の
結
果
と
比
べ
た
く
て
来
ま
し

た
」
等
の
嬉
し
い
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
診
断
の
結
果

を
持
参
さ
れ
相
談
を
受
け
ら
れ
る

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
棟
で
は
、
入
院
患
者
一
人
ひ

と
り
に
看
護
職
員
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
贈
り
、
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
か
ら
も
心
温
ま
る
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
私
た
ち
は
、「
看

護
の
日
」の
意
義
を
心
に
刻
み
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
心
温
ま
る
感
謝

の
言
葉
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
改

め
て
看
護
の
心
を
見
つ
め
直
し

ま
し
た
。

　
今
年
の
反
省
を
生
か
し
来
年

も
趣
向
を
こ
ら
し
行
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▲血圧測定の様子
▲イベントの様子

▲
一
人
ひ
と
り
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
配
付

看護
の日の

イベントを開催しました
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「
お
薬
手
帳
」
の
活
用�

◆
受
診
の
時
に
は
服
用
中
の
薬
を

　
伝
え
る

　
他
の
病
院
に
掛
か
っ
て
薬
を
服
用
し
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
薬
の
名
前
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　「
お
薬
手
帳
」
か
、
お
薬
そ
の
も
の
を

持
参
く
だ
さ
い
。
両
方
だ
と
な
お
良
い
で

す
。
特
に
「
お
薬
手
帳
」
は
、
今
ま
で
の

薬
の
履
歴
が
一
目
で
分
か
る
の
で
薬
剤
師

に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

　
医
療
機
関
ご
と
に
「
お
薬
手
帳
」
を
分

け
て
い
る
方
を
見
か
け
ま
す
が
、
医
療
機

関
が
違
っ
て
も
時
系
列
に
服
用
し
て
い
る

薬
を
記
録
し
て
い
く
の
が
「
お
薬
手
帳
」

な
の
で
、
一
冊
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
処
方
薬
だ
け
で
な
く
市
販
の
薬

や
漢
方
薬
、
服
用
中
の
健
康
食
品
も
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　「
お
薬
手
帳
」
は
薬
剤
師
の
た
め
の
も

の
で
は
な
く
、
あ
な
た
自
身
の
も
の
で
す
。

市
販
の
薬
、
健
康
食
品
な
ど
い
つ
買
っ

た
か
等
自
身
で
記
入
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

◆
ア
レ
ル
ギ
ー
や
副
作
用
の
経
験

　
が
あ
る

　
過
去
に
薬
に
よ
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状

や
副
作
用
が
出
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
薬

の
名
前
と
症
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。「
お

薬
手
帳
」
に
も
記
入
欄
が
あ
り
ま
す
の
で

忘
れ
な
い
よ
う
記
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

緊
急
時
に
備
え
る�

◆
自
然
災
害

　
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
と
自
然
災

害
が
続
い
て
い
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
の

中
に
は
、
自
分
の
服
用
し
て
い
る
薬
の
名

前
を
知
ら
な
い
方
も
多
く
い
ま
し
た
。
病

院
・
薬
局
も
被
災
し
て
お
り
、
薬
の
確
認

は
困
難
で
す
。
こ
の
よ
う
な
緊
急
時
は

「
お
薬
手
帳
」が
有
効
で
す
。「
お
薬
手
帳
」

を
持
ち
歩
く
の
が
一
番
な
の
で
す
が
、
な

か
な
か
そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
自
宅
が
無

事
で
あ
れ
ば
取
り
に
帰
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
自
宅
に
帰
る
こ
と
自
体
が
危
険
を

伴
う
場
合
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
場
合
の
対
策
と
し
て
「
薬
の
説
明

書
」
や
「
お
薬
手
帳
」
の
記
載
を
携
帯
電

話
の
写
真
に
撮
っ
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
最
近
で
は
高
齢
の
方
も
普
通
に

携
帯
電
話
を
持
ち
歩
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
簡
単
で
す
。
た
だ
し
、
薬
が
か

わ
っ
た
場
合
に
撮
り
直
す
の
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
家
族
の
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
し
て
保
存
し
て
お
く
の
も
安
心
で
す
。

◆
原
発
事
故

　
雲
南
市
内
は
島
根
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏

内
で
す
。

　
事
故
の
規
模
に
よ
っ
て
は
住
民
に
対
し

（
妊
婦
は
胎
児
の
た
め
に
も
特
に
）
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
内
服
が
指
示
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、「
ヨ
ウ
素
過
敏
症
」

「
造
影
剤
過
敏
症
」
の
方
は
服
用
し
な
い

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
自

分
の
体
質
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
薬
の
こ
と
を
知
る�

◆
薬
を
受
け
取
る
時

　
薬
を
受
け
取
る
時
に
は
薬
剤
師
か
ら
薬

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
原
則

で
す
。
薬
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
、

不
安
な
こ
と
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

と
き
は
遠
慮
せ
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
医
療
出
前
講
座

　
市
立
病
院
で
は
薬
剤
師
が
地
域
の
皆
さ

ん
の
も
と
へ
出
向
き
、
薬
の
疑
問
に
お
答

え
す
る
出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
20
ヵ
所
以
上
に
お
邪
魔
し
ま
し

た
。

　
私
た
ち
薬
剤
師
と
直
接
話
を
し
た
い
皆

さ
ん
の
申
し
込
み
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
製
薬
会
社
や
公
的
機
関
の

　
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

　「
薬
の
説
明
書
」「
お
薬
手
帳
」
に
は
製

品
名
・
製
薬
会
社
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の

で
、
直
接
製
薬
会
社
に
問
い
合
わ
せ
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

　
薬
自
体
に
も
記
号
が
刻
印
さ
れ
て
い
る

の
で
そ
れ
を
元
に
調
べ
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

　
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
（
Ｐピ
ー

Ｍエ
ム

Ｄデ
ィ
ー

Ａエ
ー

）
な
ど
公
的
機

関
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
も
薬
に
関
す
る
情

報
が
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
専
門
家
を
対
象
と
し
た
医
薬
品
添
付
文

書
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
専
門
用

語
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
分
か
ら
な

い
点
は
薬
剤
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

薬
を
保
管
・
整
理
す
る�

◆
薬
の
保
管

　
薬
は
「
光
」「
高
温
」「
湿
気
」
が
嫌
い

で
す
。
特
に
粉
薬
は
固
ま
っ
た
り
変
色
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乾
燥

剤
と
一
緒
に
缶
な
ど
に
入
れ
、
涼
し
い
場

所
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◆
薬
を
捨
て
る

　
病
院
で
処
方
さ
れ
た
薬
は
あ
な
た
だ
け

の
も
の
。
症
状
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ
て

絶
対
他
人
に
あ
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
風
邪
薬
な
ど
も
飲
み
残
し
を
大
切
に

取
っ
て
お
い
て
も
、
次
回
に
服
用
し
て
良

い
か
は
医
師
・
薬
剤
師
の
判
断
が
必
要
で

す
。

　
ま
た
、
薬
を
有
効
に
使
用
期
限
ま
で
使

え
る
の
は
未
開
封
の
状
態
で
正
し
く
保
管

さ
れ
た
場
合
で
す
。

　
古
く
な
っ
た
薬
は
思
い
切
っ
て
捨
て
ま

し
ょ
う
。

　
捨
て
方
が
分
か
ら
な
い
と
き
は
薬
剤
師

に
相
談
く
だ
さ
い
。

薬
剤
師
か
ら
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現
在
の
日
本
で
は
２
人
に
１
人

は
が
ん
に
か
か
り
、
３
人
に
１
人

が
が
ん
で
亡
く
な
る
時
代
で
す
。

細
胞
検
査
士
は
が
ん
検
査
の
専
門

職
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
と
命

を
守
る
た
め
、が
ん
の
早
期
発
見
、

正
確
な
診
断
に
貢
献
す
べ
く
、
医

療
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　
検
査
科
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
が
ん
を
見
つ
け
出
す
努
力
を
し

て
い
ま
す
。
超
音
波
検
査
な
ど
の

画
像
診
断
、
が
ん
細
胞
が
作
り
出

し
た
血
液
中
の
異
常
物
質
を
測
定

す
る
免
疫
学
検
査
、
が
ん
細
胞
を

顕
微
鏡
で
観
察
す
る
形
態
（
組
織

診
断
・
細
胞
診
断
）
検
査
、
院
内

で
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
遺
伝
子

を
調
べ
て
が
ん
細
胞
の
性
質
を
見

つ
け
出
す
遺
伝
子
検
査
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
検
査
で
が
ん
の
早

期
発
見
や
が
ん
患
者
の
治
療
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

　
形
態
検
査
に
は
組
織
診
断
と
細

胞
診
断
が
あ
り
ま
す
。
組
織
診
断

は
病
理
医
が
行
い
、
細
胞
診
断
は

細
胞
検
査
士
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
院
で
は
、
1
名
の
臨
床
検
査

技
師
が
細
胞
検
査
士
の
資
格
を
有

し
、
細
胞
診
断
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
組
織
診
断
は
、
内
視
鏡
カ
メ
ラ

や
手
術
に
よ
り
採
取
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
臓
器
か
ら
病
理
医
が
目
的
の

組
織
を
抽
出
し
、
特
殊
な
染
色

（
Ｈエ
イ
チ

Ｅイ
―

染
色
）
を
し
た
の
ち
顕
微

鏡
下
で
診
断
し
ま
す
。

　
細
胞
診
断
は
細
胞
検
査
士
が
細

胞
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
、
特
殊

な
染
色
（
パ
パ
二
コ
ロ
ウ
染
色
）

を
し
た
の
ち
顕
微
鏡
下
で
診
断
し

ま
す
。

　
と
も
に
が
ん
細
胞
を
見
つ
け
る

と
い
う
点
で
は
同
じ
で
す
が
、
組

織
診
断
に
比
べ
て
細
胞
診
断
は
体

に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
な

く
早
く
て
精
度
の
高
い
検
査
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
体
か
ら
自
然
に

排
出
さ
れ
る
も
の
（
尿
や
痰た

ん
）
か

ら
採
取
で
き
る
細
胞
を
用
い
れ

ば
、
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
な
く
何

度
で
も
繰
り
返
し
検
査
を
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
子
宮
が

ん
の
検
査
で
は
、
子
宮
の
粘
膜
を

軽
く
こ
す
っ
て
細
胞
を
採
り
ま
す

が
、
痛
み
や
多
量
の
出
血
を
お
こ

す
こ
と
は
通
常
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
、
乳
房
や
甲
状
腺
な
ど
の
検

査
で
は
細
い
針
を
刺
し
て
細
胞
を

採
り
ま
す
が
、
傷
跡
が
残
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
細

胞
診
断
は
と
て
も
体
に
や
さ
し
い

検
査
で
す
。
そ
し
て
、
集
団
検
診

の
よ
う
に
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の

方
の
検
査
が
で
き
る
こ
と
も
特
徴

の
ひ
と
つ
で
す
。

　昨年に引き続き、元病院職員の大
おお

久
く

保
ぼ

 壽
ひさし

さんに協力をいただき、正面玄関のスペースに
て５月17日（火）から３週間、さつき展を開催しました。大久保さんのさつき展は、今で
は病院展示の名物となっています。週替わりで色とりどりの見事なさつきを展示していた
だき、今年は９種類展示していただきました。病院に訪れた患者さんや地域の皆さんから
感嘆の声が出ており、院内の雰囲気も明るくなり、癒しのスペースとなりました。

　今年もさつき展を開催しました

検
査
技
師
か
ら

が
ん
診
断
の
担
い
手

　
　
　
　『細
胞
検
査
士
』

▲展示されたさつきに見入る来院者

▲細胞診断の様子
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雲南病院だより

　
細
胞
検
査
士
は
、
さ
ら
に
積
極

的
に
社
会
活
動
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

　
毎
年
４
月
９
日
を
中
心
に
全
国

で
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
„
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
子
宮
頸
が
ん
を
考
え
る

市
民
の
会
＂
に
よ
り
４
月
９
日
を

「
子
宮
の
日
」
と
し
て
制
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
各
県
の
細
胞
検
査
士
会
が
協
働

し
て
、
毎
年
４
月
に
「
子
宮
を
愛

そ
う
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
49
」
と
し
て
全
国

規
模
で
街
頭
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
島
根
県
で
も
４
月
９
日
に
県

内
３
ヵ
所
で
「
子
宮
頸
が
ん
検
診

普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～
子
宮
を
愛

そ
う
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
49
～
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
定
期
的
な
が
ん
検
診
に
よ
っ

て
予
防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は

未
だ
に
知
識
が
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
者

や
検
診
受
診
者
が
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
で
、
が
ん
の
正
し

い
知
識
や
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
普

及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ

オ
ン
松
江
店
内
の
２
ヵ
所
で
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
配
布
し
質
問
等

に
答
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
得
ら
れ

た
生
の
声
を
持
ち
帰
り
日
常
業
務

に
反
映
さ
せ
、
さ
ら
に
私
た
ち
の

仕
事
に
対
す
る
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
２
人
の
臨

床
検
査
技
師
が
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
49
の
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
特
に

学
生
や
20
～
40
歳
代

の
女
性
に
受
け
取
っ

て
い
た
だ
き
た
く
、

ま
た
、
50
歳
代
以
上

の
方
々
に
は
ご
本
人

は
も
と
よ
り
娘
さ
ん

や
お
孫
さ
ん
に
届
く

こ
と
も
期
待
し
な
が

ら
配
布
し
ま
し
た
。

問い合わせ　　市立病院　保健推進課　☎0854-43-3602

院内サロンとは：
病気についての不安を抱える患者さん・ご家族の交流の場であり情報交換・学習の場です。
参加費は必要ありません。どなたでも自由に参加できるサロンです。

７、 ８月の開催日 （毎月第２ ・第４金曜日）

　７月　８日 （金） ・ ２２日 （金）

　８月１２日 （金） ・ ２６日 （金）

時　間 ： １３時３０分～１５時３０分

場　所 ： 市立病院　南棟２階　ドック検診室

▲「子宮頸がん検診普
及キャンペーン～子宮
を愛そう LOVE49 ～」
の様子
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琉
りゅうと

斗ちゃん（木次町西日登）
平成 27年７月 24日生まれ
琉斗１歳おめでと
いつも笑顔と幸せをありがとう
みんな琉斗が大好きだよ

後ご
と
う藤
友ゆ
う
き樹
さ
ん
・
円ま
ど
か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 祥
しょう

ちゃん（大東町新庄）
平成 27年７月 17日生まれ
祥ちゃん、誕生日おめでとう
お姉ちゃんと仲良くすくすく育っ
てね

女め

か

だ
鹿
田
秀ひ
で
ほ穂
さ
ん
・
紀の
り
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

栄
たかや

哉ちゃん（三刀屋町乙加宮）
平成 27年７月３日生まれ
HappyBirthday たかや
元気に育ってね (^o^)/
いろんな所に遊びに行こうね

江え
す
み角
健け
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
・
友ゆ
き
え
貴
枝
さ
ん
の
お
子
さ
ん

桃
も え

依ちゃん（木次町下熊谷）
平成 27年７月 24日生まれ
HappyBirthday もえちゃん
みんな桃依が大好きよ (*´ ω ｀*)
我が家にきてくれてありがとう

小お
が
わ川
貴た
か
ひ
さ久
さ
ん
・
直な
お
み美
さ
ん
の
お
子
さ
ん

琥
こ た ろ う

太郎ちゃん（大東町田中）
平成 27年７月７日生まれ
１歳おめでとう
みんなを笑顔にするこたさん
いつもありがとう大きく育ってね

荒あ
ら
き木
弘ひ
ろ
あ
き明
さ
ん
・
望の
ぞ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

夏
なつり

莉ちゃん（三刀屋町古城）
平成 27年７月 18日生まれ
なっちゃん１歳おめでとう
これからもおねえちゃんと仲良く
すくすく元気に育ってね

渡わ
た
な
べ部
真し
ん
い
ち一
さ
ん
・
望の
ぞ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

零
れいと

仁ちゃん（大東町飯田）
平成 27年７月 29日生まれ
いつもみんなを笑顔にしてくれて
ありがとう 　これからも元気
いっぱいの零仁でいてね

森も
り
わ
き脇
聖き
よ
ひ
と仁
さ
ん
・
梨り

な菜
さ
ん
の
お
子
さ
ん

沙
さ や

夜ちゃん（三刀屋町多久和）
平成 27年７月９日生まれ
にこにこ笑顔のさやちゃん
１歳おめでとう 　お兄ちゃんと
一緒にすくすく育ってね

高た
か
お尾
崇た
か
ふ
み史
さ
ん
・
沙さ

え

か
恵
香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

 花
はな

ちゃん（大東町上佐世）
平成 27年７月 14日生まれ
１歳の誕生日おめでとう
みんなが幸せになる元気な笑顔を
ありがとう

吾あ
ご
う郷
篤あ
つ
し史
さ
ん
・
希き

ほ穂
さ
ん
の
お
子
さ
ん

ののわわがが家家 HOPEHOPEHOPE おめでとうおめでとう
７月で７月で７月で 満１歳満１歳満１歳

８月で満１歳（平成27年８月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで７月４日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますのでご注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）
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　雲南市では、インターネットやスマートフォンを利用する若年層でも気軽
に市内企業の情報を得ることができるようポータルサイトを作りました。
　・雲南市内にはどんな企業があって、何を作ってるの？
　・先輩が○○○○という会社にいるって聞いたけど、どんな会社？
いつでも、どこでも、だれにでも・・・紹介だってできる・・・
インターネット環境さえあれば、すぐに情報が得られます。ぜひ、利用くだ
さい。

企業紹介WEBサイト Ｗ
ウィ－

iＵ
ユ ー

（W
ワ ー ク

ork i
イン

n U
ウ ン ナ ン

nnan）始めました
　～あの会社ってどんな会社？～　 【問】産業推進課　☎0854-40-1052

◆掲載されている情報
　①会社名　②業種　③設立年　④事業内容　⑤従業員数　⑥所在地　⑦連絡先
　⑧ホームページURL　⑨Eメール　⑩福利厚生・その他　⑪我が社の自慢
　⑫求める人物像　⑬代表者・先輩等からのメッセージ　など
※詳しくは雲南市ホームページの右上のバナーからサイトをご覧ください。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123問い合わせ
島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

「資格用教材」の二次被害に気をつけて

断ってもしつこく勧誘を続ける、脅す、怒鳴るという事例もありますが、

何度勧誘があっても毅然とした態度できっぱり断りましょう。

事例 以前、電話で勧誘されて行政書士の資格取得用教材を契約した。
資格は取得しなかったが、支払いは既に完了している。
最近、職場に電話があり「資格を取るまで生涯サポート契約なので新たに教材を購入しなければ
ならない。やめるには、名簿を抹消する必要があり、40万円かかる。」と言われ、契約の申し込
みをしてしまった。資格を取る気はないので解約したい。

アドバイス 過去に契約した人が「以前の契約は続いている」「生涯サポートのため、新たな教材の契約が必要」
「名簿を抹消するには費用がかかる」などと不安をあおられ、新規の契約をさせ
られることを「二次被害」といいます。
以前の契約とは関係なく、新たな契約に応じる必要はありません。
契約書面を受け取った日から８日以内であれば、書面によりクーリング・オフをし
契約を解除できます。

７月10日（日）は参議院議員通常選挙の投票日です

島根県明るい選挙推進シンボル
キャラクター　　ホープくん

任期満了に伴う参議院議員通常選挙が行われます。
今回の選挙から、選挙権年齢が18歳以上に引き下げられました。
また、選挙区が鳥取県と合同の「鳥取県及び島根県選挙区」となりました。

公 示 日：６月22日（水）
投票日時：７月10日（日）　７時～19時
　　　　　　※一部の投票所では投票終了時間を18時としていますので注意ください。
投 票 所：市内38ヵ所　※入場券を確認ください。

期日前投票所 開設期間 投票時間
雲南市役所本庁舎 ６月23日（木）～７月９日（土） ８時30分～20時
大東総合センター

７月１日（金）～７月９日（土） ８時30分～20時

加茂総合センター
木次総合センター
三刀屋総合センター
吉田総合センター
掛合総合センター

選挙権が18歳
以上になり
ました！

投票日当日に投票に
行けない方は、

期日前投票を！

※�詳しくは選挙チラシを確認いただく
か、雲南市選挙管理委員会事務局
（☎0854-40-1090）または各総
合センター自治振興課へ問い合わせ
ください。

雲南市ホームページの
右上のバナーをクリック

雲南市内
企業紹介Web
QRコード
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　日
常
生
活
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
良
い

こ
と
は
多
く
の
方
が
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
自
分
一
人
で
は
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
行
動
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
時
は
、

だ
れ
か
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

　今
月
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
体
を
動
か
す

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
掛
合
町
松
笠

地
区
の
『
松
笠
ま
め
な
リ
レ
ー
（
以
下
、

ま
め
な
リ
レ
ー
）』
を
紹
介
し
ま
す
。

　ま
め
な
リ
レ
ー
は
、
自
治
会
内
で
回
覧

板
を
回
す
よ
う
に
、
歩
数
計
を
リ
レ
ー
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
地
区
住
民
の
約
半
数

が
参
加
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
常
生

活
で
『
歩
く
』
こ
と
の
意
識
づ
け
を
目
的

と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
歩
数
計

を
つ
け
た
ら
、
付
属
の
ノ
ー
ト
に
日
付
や

　参
加
者
か
ら
は
、「
仕
事
の
日
は
多
く

歩
く
が
、
休
み
の
日
は
あ
ま
り
歩
か
な
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
休
み
の
日
も
努
め

て
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
」、「
歩
く
こ
と
は
、

大
変
だ
け
ど
歩
け
る
あ
り
が
た
さ
を
感
じ

た
」
と
い
う
よ
う
な
声
も
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
松
笠
地
区
は
、
無
理
な
く
行
え
る

健
康
づ
く
り
を
地
域
の
既
存
の
仕
組
み
や

つ
な
が
り
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
一
人
で
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い

場
合
で
も
、
身
近
な
人
に
声
を
か
け
る
な

ど
し
、
自
分
に
合
っ
た
方
法
で
ま
ず
は
楽

し
く
、無
理
な
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

　雲南市の特定健診では、病気や体の異常の早期発見を行い、生活習慣病
と言われる糖尿病、高血圧、慢性腎疾患等の発症･重症化を予防するために、
無料でさまざまな検査を受けることができます！

　対象は、40歳から74歳までの雲南市国民健康保険加入の方です。

　さらに、雲南市の特定健診では、検査後必要に応じて健康づくりのアドバイスを受けることもできます。
　健診によって体の状態を知り、生活習慣病の予防、改善に役立てましょう。
　詳しくは、「雲南市成人健診のしおり」をご覧いただくか、健康推進課（☎0854-40-1045）へお尋ねください。

感
想
、
次
の
人
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
記
入
し
、
回
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
期
間
中
は
歩
数
計
が
地
区
内
を
駆
け

回
り
ま
す
。
そ
し
て
、
参
加
者
の
歩
数
を

距
離
に
換
算
し
、
松
笠
地
区
か
ら
日
本
を

一
周
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

Q貧血検査って？
Ａ：血液中の赤血球数、ヘモグロビン量、ヘマトクリットを調べます。女性の半数は貧血

といわれるほど貧血は女性に多いトラブルです。

Q尿酸検査って？
Ａ：尿酸が高くなると、関節に沈着して炎症を起こし、痛風発作がみられ、腎臓に徐々に沈着して腎障害を起こ

します。腎機能検査の１つです。 

Qクレアチニン検査って？
Ａ：クレアチニンの正体は、体内の老廃物です。血液中のクレアチニン値を調べること

で、腎臓のろ過機能の状態を知ることができ、したがって腎臓病の早期発見をする
ことができるのです。

　これまで有料で行っていた貧血、尿酸、クレアチニン検査も今年度より無料で受けられるようになり
ました。

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

107

地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
健
康
づ
く
り

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
、
ま
ず
は
楽
し
み
な
が
ら
！
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平成２８年度も受けましょう

　年に１度は 「特定健康診査 （特定健診）」 ！
　無料で受けられる検査が増えました！

まめなリレーの様子
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　初夏の雲南市、今年も市内で行わ
れる伝統ある素晴らしい行事に参加
しました！

～花
はな

傘
がさ

船
ふな

屋
や

台
たい

奉納祭～
　大東町上久野の生

いく

山
やま

神社で行われ
る５年に１度のこのお祭りは、なんと
1085年に始まったそうです!! 神事の
後、３自治会がそれぞれ準備した船屋
台と花傘を激しくぶつけ合いました。
地元の方に「これから花笠をぶつけあっ

て花を落とすよ」と聞いたときは「え～もったいないなぁ。な
んでそんなことを！」と思いましたが、拾った花を持って帰っ
て家の中に飾っておくと縁起がいいということで、いっぱい拾っ
て帰りました。青空に映える色とりどりの花笠は本当にきれい
でした。

○Uターンするまでの経緯、現在の活動を教えてください。
　私は松江市出身で進学を機に上京し、大学在学中は環境問
題や持続可能な社会に興味があり、社会課題の解決に取り組
む会社に出入りしていました。また“人の暮らし”を学ぶこ
とを目的に海外遊学に勤

いそ

しみ、東日本大震災の時に帰国。復
興支援に携さわらせていただいていました。東北を訪れてい
るときに、手に職をもっている人たちの復興への動きだしが
早く、逞しさを感じ、『手にタコをつくる仕事』に憧れを抱
きました。大学卒業後は京都のお豆腐屋さんに就職。正直な
“食”づくりの現場で仕事をさせていただいていました。
　約３年前に島根県に帰郷。現在は、大東町の阿用地区と佐
世地区の農家さんに協力をいただき地域のお米を“玄米麺”
に加工し『宮内舎』という屋号で販売をさせていただいてい
ます。“玄米麺”は、小麦アレルギーの方でも食べられること、
農薬を極力使わないという付加価値も味方して、ミシュラン
ガイド掲載店や有名割烹料理屋も含めて、東京や関西圏、県
内でお取り扱いいただいています。私自身も地域の方に教え
ていただきながら、小さな田んぼで米づくりに励んでいます。

〇雲南市の印象はどうですか？
　“おかげさま”の関係性を強く感じるようになりました。
人と人との関係性ももちろんそうですが、４月から小さな会
社をやらせていただいているので仕事やお金との関係性。少
し田んぼをやらせていただいているので自然との関係性。対
象は様々ですが自分は“おかげさま”で何とか立たせていた
だいていると感じます。家族や地域の方々、行政の方や協力
農家の皆さん、取引先の方にいつも助けていただいてばかり
なので。

　関係性が見えにくく “ 個 ” で暮らしているように感じた、
都会での暮らしと大きく違うところです。

〇玄米麺を今後どのように展開していきたいですか？
　“玄米麺”は雲南市、島根県のものとして、ついついお知
り合いの方に紹介したくなるようなものにしてきたいと思い
ます。最近では、お土産や行事の参加賞、結婚式の引き出物
やちょっとしたお礼として使っていただくこともあり、大事
な人に手渡すものになってきているように感じていてとても
喜んでいます。
　また、『宮内舎』の事業を通じて“農”が魅力的で泥臭くカッ
コイイこと、ゆくゆくはきちんと中山間地域の小規模農業で
生活ができることを示していければと考えています。
〈主権者および国民は、土地こそすべての富の源泉であり、
富を増加するのは農業であることを決して忘れるべからず。〉　
フランソワ・ケネーというフランス哲学者の言葉です。
　約250年前の言葉ですが、時代を一回りしてこの言葉は
東日本大震災後の今の社会にも大きな意味を持つ言葉だと考
えています。雲南市の方が大事にされていることにも通ずる
ようにも感じます。少しでも長く、できればずっと“土地”
や“農”と共にある“人の暮らし”を残していきたい。私は
若輩者でまだまだ微力ですが“玄米麺”や『宮内舎』の事業
を通して一翼を担わせていただければと思っています。阿用
地区宮内を拠点にさせていただいているので、よろしければ
また声をかけてやってください。

小
お

倉
ぐら

健
けん

太
た

郎
ろう

さん“おかげさま”の関係性を感じながら宮
みや

内
うち

舎
や

～殿
との
居
い
敷
しき
自治会の純米原酒

「殿居敷」完成披露会！～
　大東町殿居敷自治会の皆さんが地元でと
れたコシヒカリで作ったお酒が完成しまし
た！皆さんの思いのこもったお酒の味は格別で、自治会館が幸
せの空気に包まれていました。突然中締めを頼まれて緊張しま
したが、何とか日本語でこなすことができました。殿居敷自治
会の取り組みがこれからさらに発展して行くことを祈願します。

～いるま花田植え～
　地域の皆さんのご厚意で、毎年僕とダニ
エルさん、外国語指導助手（ALT）で参加
させてもらっています。技能実習生の皆さ
んも加わり、今年も日本・アメリカ・中国・
アイルランド・ジャマイカの早乙女と囃

はや

子
し

の国際色豊かな花田
植えになりました。田植えの後は地域の皆さんと体育館でワイ
ワイ。この直

なお

会
らい

だけでもとても楽しいですよ。
　田植えについては、韓国も高齢化で人手が足りないのは日本と
同じです。韓国では何十年も前から都市の大学生たちが夏休み中、
農村の田植えのお手伝いをする「農

ノン

活
ファル

」という農村奉仕活動が盛
んで、「農活」が学科の伝統になっている大学も多いです。

　韓国は日本ほど地域の伝統的な行事が多くありません。日本の
「祭り」は韓国でも有名で、関心を持つ人も多くいます。このよ
うな地域の行事に呼んでいただいて皆さんと交流する時間は本当
に幸せです。雲南市に来られて良かったなと思う瞬間です。

うん、なんでしょう
国際交流員（CIR）の迷言コーナー

（ちょっと一息）
こんにちは、李

イ
在
ジェ
鎭
ジン
です。

若者による地域課題解決をすすめる『若者チャレンジ』を紹介する

うんなんの若チャレ
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あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

雲
南
市
戦
没
者

追
悼
式

重
度
障
害
者
等

介
護
手
当

　
健
康
福
祉
総
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
永
遠
の
平
和
の
決
意
を
新
た

に
す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を

執
り
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
14
日
（
木
）

　
13
時
30
分
か
ら
14
時
30
分
ま
で

【
会
場
】

　
加
茂
文
化
ホ
ー
ル 

ラ
メ
ー
ル

【
主
催
】

　
雲
南
市
・
雲
南
市
社
会
福
祉
協

議
会

　
長
寿
障
が
い
福
祉
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
重
度
の
障
が
い
を
お
持
ち
の
ご

家
族
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
在
宅
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
（
介
護
を
受
け
る
方
）】

　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
か
つ
日
常
生
活
動
作
に
介

護
を
必
要
と
す
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２
級
を

お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
方
（
障

が
い
児
福
祉
手
当
該
当
の
障
が
い

雲
南
市
遺
族
会
主
催
事
業

○
雲
南
市
遺
族
会
功
労
者
表
彰
式

（
追
悼
式
典
終
了
後
）

共
催
事
業

○
戦
没
者
追
悼
式
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
「
平
和
記
念
講
演
」

【
日
時
】
７
月
14
日
（
木
）

　
14
時
30
分
か
ら
15
時
30
分
ま
で

（
表
彰
式
終
了
後
）

【
演
題
】

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
加か

納の
う
か
ん
ら
い

莞
蕾

　
―
画
家
と
し
て
、

平
和
を
希ね
が

う
ひ
と
と
し
て
―

【
講
師
】

　
加
納
美
術
館
名
誉
館
長
　

　
加か

納の
う

佳か

よ

こ
世
子
さ
ん

○
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・

平
和
コ
ン
サ
ー
ト

【
入
場
料
】
５
０
０
円

【
日
時
】
７
月
12
日
（
火
）

　
開
場
　
13
時
30
分

　
開
演
　
14
時

【
演
奏
】「Th

ザe w

フ
ー

ho-h

フ
ー

oo

」

○
平
和
展
示
会
「
語
り
伝
え
た
い

戦
中
戦
後
の
く
ら
し
」

【
展
示
内
容
】

　
東
京
昭
和
館
貸
出
し
資
料
展

示
、
中
国
撫ぶ

順じ
ゅ
ん

戦
犯
管
理
所
、
赦ゆ
る

し
の
花
、
方ほ
う

正ま
さ

日
本
人
公
墓
、
平へ
い

頂ち
ょ
う

山ざ
ん

惨ざ
ん
あ
ん案
記
念
館
献
花
写
真
等

児
等
）

　
た
だ
し
、
対
象
者
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

①
雲
南
市
内
に
住
所
が
な
い
方

②
入
院
し
て
３
ヵ
月
以
上
経
過
す

る
方

③
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方

④
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
を

受
け
て
い
る
方

【
手
当
額
・
支
払
い
】

　
対
象
と
な
る
方
を
介
護
さ
れ
る

方
へ
支
払
い
し
ま
す
。

〇
所
得
税
非
課
税
世
帯

　
　
６
０
０
０
円
／
月

〇
所
得
税
課
税
世
帯

　
　
５
０
０
０
円
／
月

　
手
当
の
支
払
い
は
、
３
月
、
７

月
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
月
分

ま
で
を
ま
と
め
て
支
給
し
ま
す
。

【
受
給
資
格
の
更
新
】

　
受
給
資
格
は
毎
年
８
月
１
日
に

更
新
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
毎
年
６
月
に
更
新

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

６
月
初
旬
に
更
新
の
案
内
を
送
っ

て
い
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
済
ん

で
い
な
い
方
は
、
各
総
合
セ
ン

タ
ー
市
民
福
祉
課
ま
た
は
長
寿
障

が
い
福
祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

（
大
東
町
戦
没
者
遺
族
会
・
戦
争

体
験
を
語
り
継
ぎ
世
界
平
和
を
実

現
す
る
会
）
硫
黄
島
遺
骨
帰
還
事

業
写
真
、雲
南
地
域
の
戦
時
遺
品
・

家
族
写
真
等

【
日
時
】
７
月
11
日
（
月
）
か
ら

７
月
14
日
（
木
）
ま
で

　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

※
い
ず
れ
も
、
会
場
は
加
茂
文
化

ホ
ー
ル 

ラ
メ
ー
ル
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
健
康
福
祉
総
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
市
お
よ
び
各
町
遺
族
会
事
務
局

　
☎
０
８
５
４-

43-

５
９
３
６

　
雲
南
市
に
次
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

　
渡わ
た
な
べ部

　
晴は
る

夫お

さ
ん（
木
次
町
）

　
宮み
や
ざ
こ廻

　
直な
お
ゆ
き幸
さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

　
今い
ま
お
か岡

　
豊と
よ

志し

さ
ん（
愛
知
県
知ち
た多
市
）

　
渡わ
た
な
べ部

　
普し
ん

次じ

さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）
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・
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

・
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
　
　（
第
１
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　（
第
１
期
）

7
月
の
税
金

期
限
は

月
8
1
日 

月

健
康
づ
く
り
講
演
会

　
健
康
づ
く
り
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　「
未
来
を
見
す
え
て
、
い
の
ち

を
守
る
健
康
づ
く
り
、
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】　

　
７
月
30
日
（
土
）

　
13
時
か
ら
16
時
20
分
ま
で
　

【
場
所
】
古
代
鉄
歌
謡
館

【
内
容
】

講
演
Ⅰ
　

　「
地
域
と
健
康
、
操
体
法
の
活

　
用
～
か
ぜ
・
腰
痛
か
ら
が
ん
ま

　
で
に
一
助
～
」

平成28年度雲南手話奉仕員養成講習会（入門）受講生募集
【問】長寿障がい福祉課 ☎0854-40-1042

　聴覚障がいの生活や福祉について、理解と認識を深めるとともに、手話で日常会話を行う
ために必要な手話単語や表現技術の習得を目的に開催します。
期　間　７月23日（土）～平成29年３月18日（土） 全19回
　　　　　　14:00 ～ 16:00（7月23日・30日は 13:30 ～ 16:30）

7 月 23日（土）、30日（土） 12月 3日（土）、17日（土）
8 月 6日（土）、20日（土） 1月 14日（土）、28日（土）
9 月 3日（土）、17日（土） 2月 4日（土）、18日（土）
10 月 1日（土）、8日（土）、22日（土） 3月 4日（土）、18日（土）
11 月 12日（土）、19日（土）

会　場　三刀屋農村環境改善メインセンター
対象者　雲南地域に在住・在勤で、手話奉仕員として活動を希望し、
　　　　平成29年４月から開催予定の基礎課程を引き続き受講可能な方。
定　員　20人（多数の場合は選考させていただきます）
受講料　無料（テキスト、参考書 各 1 冊　 計２冊 3,754円は自己負担）
申込締切　７月８日（金）
申込み・問い合わせ先
          　社会福祉法人雲南広域福祉会　地域活動支援センターパレット　☎0854－45－0020

う
ん
な
ん
子
育
て

マ
ッ
プ
の
配
布

　
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
市
内
の
教
育
・
保
育
施
設
や
子

育
て
支
援
施
設
を
は
じ
め
と
す
る

子
育
て
に
関
連
す
る
情
報
を
ま
と

め
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
母
子
手
帳
発
行
時
や
転
入
の
際

に
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
各
総
合

セ
ン
タ
ー
や
各
交
流
セ
ン
タ
ー
、

市
内
図
書
館
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
活
用
く
だ
さ
い
。

　
新
潟
木
戸
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長

　
　
　
　
　
　
須す

永な
が

隆た
か

夫お

さ
ん

講
演
Ⅱ

　「
現
代
医
学
の
盲
点
」

　
　
雲
南
市
名
誉
顧
問

　
　
　
　
　
　
堀ほ
り

　
泰や
す

典の
り

さ
ん

講
演
Ⅲ

　「
病
気
に
な
ら
な
い
免
疫
生
活
」

　
新
潟
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
安あ

ぼ保
　
徹
と
お
る
さ
ん
　

【
申
し
込
み
先
】

　
健
康
づ
く
り
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

耐
震
改
修
助
成
事
業

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
市
で
は
、
地
震
に
弱
い
住
宅
の

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
に
、
耐

震
診
断
・
補
強
計
画
・
改
修
工
事
・

解
体
工
事
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
事
業
の
制
度
説
明
や

耐
震
化
に
つ
い
て
学
ぶ
出
前
講
座

も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
住
宅
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
で
、
階
数
が

２
以
下
の
一
戸
建
て
住
宅
、
併
用

住
宅
（
住
宅
以
外
の
面
積
が
２
分

の
１
未
満
の
も
の
）、
長
屋
建
て

住
宅
ま
た
は
共
同
住
宅
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第
26
回
「
永な

が
井い

隆た
か
し

平
和
賞
」
作
品
募
集

　
社
会
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
７
３

　
三
刀
屋
町
は
『
長
崎
の
鐘
』『
こ

の
子
を
残
し
て
』
な
ど
の
名
作
を

著
し
、「
如に
ょ

己こ

愛あ
い
じ
ん人
」「
平
和
を
」

の
願
い
を
全
世
界
へ
訴
え
続
け
た

永
井
隆
博
士
の
ふ
る
さ
と
で
す
。

そ
の
崇
高
な
精
神
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
本
年
度

も
『
愛
』
と
『
平
和
』
を
テ
ー
マ

と
し
た
作
文
と
小
論
文
を
募
集
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

　
７
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
月
29

日
（
金
）
ま
で
　
必
着

【
募
集
対
象
】

　
全
国
の
小
中
高
生
お
よ
び
一
般

【
募
集
内
容
】

　「
愛
」
と
「
平
和
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文
と
小
論
文

小
学
校
低
学
年（
１
～
３
年
）の
部

作
文
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

３
枚
以
内
※
た
だ
し
１
・
２
年
は

２
枚
で
可

小
学
校
高
学
年（
４
～
６
年
）の
部

作
文
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

３
枚
以
内

中
学
生
の
部

作
文
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

４
枚
以
内

高
校
生
の
部

小
論
文
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
４
枚
以
内

一
般
の
部

小
論
文
　
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
５
枚
以
内

【
応
募
方
法
】

①
題
名
、
②
郵
便
番
号
、
③
住
所
、

④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
⑤
性
別
、

⑥
年
齢
（
児
童
・
生
徒
は
学
校
名
、

学
年
）、
⑦
電
話
番
号
、
⑧
部
門

名
を
明
記
し
て
、
作
品
と
一
緒
に

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
る
べ
く
所
定
の
応
募
票

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
利

用
く
だ
さ
い
。

※
応
募
後
の
作
品
変
更
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
雲
南

市
教
育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

【
作
品
提
出
先
】

　
〒
６
９
０-

２
４
０
４
　
雲
南

市
三
刀
屋
町
三
刀
屋
１
９
９
　
永

井
隆
記
念
館
内
　
第
26
回
島
根
県

雲
南
市
「
永
井
隆
平
和
賞
」
係

【
発
表
式
典
】

　
９
月
11
日
（
日
）、
三
刀
屋
文

化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
開
催
し
ま

す
。

【
そ
の
他
】

　
詳
し
く
は
、
社
会
教
育
課
へ
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

雲
南
・
じ
ぶ
ん
を
つ
く

る
楽が
っ
こ
う校
ス
タ
ー
ト
！

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
室

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
３

　
市
で
は
、
放
課
後
や
休
日
を
中

心
と
し
た
社
会
教
育
の
取
り
組
み

を
「
雲
南
・
じ
ぶ
ん
を
つ
く
る
楽

校
」と
称
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
「
ふ
る
さ
と
雲
南
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
探
検
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

の
紹
介
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
雲
南
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

探
検
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」

　
今
年
も
、
夏
休
み
に
小
・
中
学

生
が
市
民
バ
ス
・
だ
ん
だ
ん
タ
ク

シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
）・
吉
田
地
域
予
約
（
デ
マ

ン
ド
型
）
バ
ス
に
自
由
に
乗
る
こ

と
が
で
き
る
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度

「
ふ
る
さ
と
雲
南
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ

探
検
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
慣
れ
な
い
市
民

バ
ス
や
だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
・
吉

田
地
域
予
約
型
バ
ス
に
乗
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
へ
出
掛
け
ま
す

の
で
、
温
か
い
目
で
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
利
用
期
間
】　

　
７
月
20
日
（
水
）
か
ら
８
月
29

日
（
月
）
ま
で

【
対
象
】

　
雲
南
市
内
の
小
・
中
学
生

【
購
入
方
法
】

　
各
小
中
学
校
を
通
じ
て
募
集
用

紙
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
確
認
く

だ
さ
い
。

だ
ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
利
用
の
市
民

の
皆
さ
ん
へ

　
今
年
度
も
「
ふ
る
さ
と
雲
南

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
探
検
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
夏
休
み
に
は
、
市
民
バ
ス
や
だ

ん
だ
ん
タ
ク
シ
ー
、
吉
田
地
域
予

約
型
バ
ス
を
子
ど
も
た
ち
も
利
用

し
ま
す
。

　
普
段
か
ら
利
用
し
て
い
る
方

は
、
早
め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
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「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」

　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
島
根
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

（
松
江
保
護
観
察
所
内
）

　
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
た
め
、
今
年
も
全
国
一

斉
に
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
各
女
性
会
を
中
心
に
取
り
組
ま

れ
る
「
愛
の
図
書
募
金
」
活
動
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　
７
月
１
日
（
金
）
か
ら
８
月
31

日
（
水
）
ま
で

単
独
浄
化
槽
は

定
期
点
検
が
必
要
で
す

　
公
益
社
団
法
人
　
島
根
県
浄
化

槽
普
及
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

24-

８
１
６
５

　
浄
化
槽
は
、
管
理
者
自
ら
が
責

任
を
も
っ
て
維
持
管
理
（
保
守
点

検
・
清
掃
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
浄
化
槽
管
理
者
は
毎

年
、
指
定
検
査
機
関
に
法
定
検
査

を
依
頼
し
て
浄
化
槽
が
正
常
に
機

能
し
て
い
る
か
の
診
断
を
受
け
、

不
具
合
が
あ
れ
ば
保
守
点
検
業
者

な
ど
と
と
も
に
修
理
改
善
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
法
定
検
査

は
有
料
で
す
。

【
法
定
検
査
】
は
２
種
類

①
浄
化
槽
を
設
置
後
、
使
い
始
め

　
て
3
～
8
ヵ
月
以
内
に
１
回
受

け
る
検
査

②
①
の
検
査
以
降
、
毎
年
1
回
受

　
け
る
定
期
検
査

　
島
根
県
で
は
、
指
定
検
査
機
関

で
あ
る
公
益
社
団
法
人
島
根
県
浄

化
槽
普
及
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
浄

化
槽
管
理
者
に
対
し
て
受
検
案
内

を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
社
団
法
人
　
島
根
県
浄
化
槽

普
及
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

24-

８
１
６
５

・
浄
化
槽
管
理
者
の
変
更
（
親
か

　
ら
子
へ
な
ど
）

・
浄
化
槽
の
廃
止
（
下
水
道
な
ど
　

　
へ
の
接
続
）

・
そ
の
他
浄
化
槽
法
に
関
す
る
こ

　
と

雲
南
保
健
所
　
環
境
保
全
課

　
☎
０
８
５
４-

42-

９
６
７
３

大
仁
地
区
更
生
保
護
女
性
会

会
　
長
　
稲い

な
お
か岡

　
恵え
い
こ子
さ
ん

大
東
支
部
理
事
長

　
　
　
　
加か

本も
と

美み

ち

こ
知
子
さ
ん

加
茂
支
部
理
事
長

　
　
　
　
末す
え
つ
ぐ次

　
照て
る

江え

さ
ん

木
次
支
部
理
事
長

　
　
　
　
烏か
ら
す
だ田

　
静し
ず

香か

さ
ん

飯
石
地
区
更
生
保
護
女
性
会

会
　
長
　 

倉く
ら
は
し橋

　
裕ゆ
う

子こ

さ
ん

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　
情
報
政
策
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
「
新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
た
め
、
市

長
と
の
懇
談
を
希
望
す
る
団
体
と

共
催
で
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

【
募
集
団
体
】

　
市
内
に
本
拠
地
を
置
き
、
市
内

で
活
動
す
る
団
体
で
、
雲
南
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
と
の

懇
談
を
希
望
す
る
団
体
。

　
懇
談
会
の
出
席
者
は
、
10
人
以

上
20
人
程
度
ま
で
と
し
、
十
分
な

意
見
交
換
が
で
き
る
範
囲
内
と
し

ま
す
。

【
開
催
日
時
・
場
所
】

　
７
月
か
ら
の
申
し
込
み
よ
り
順

次
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
は
、
原
則
共
催
団
体
で
確

保
し
て
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
】

　
特
定
の
テ
ー
マ
は
、設
定
せ
ず
、

市
長
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

自
由
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
陳
情
・
要
望
を
目
的
と
し

た
も
の
は
除
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　宍道から木次駅間が開業してから100周年を
迎えます。
　記念すべき100周年を地域全体で祝福し、次
のとおりセレモニーを開催します。

【日時】7月2日（土）　9時30分～12時30分
【場所】ＪＲ木次駅
【内容】100周年記念ヘッドマーク除幕式、カ
ウントダウンボードの設置、雲南吹奏楽団によ
る演奏

木次線開業100周年セレモニー
【問】地域振興課　☎0854-40-1013
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

支
援
事
業

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
６
５

　
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
環
境
づ

く
り
お
よ
び
地
域
経
済
活
性
化
の

た
め
に
、
住
宅
の
改
修
工
事
に
対

し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
助
成
メ
ニ
ュ
ー
】

◦ 

雲
南
市
の
耐
震
補
強
設
計
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

◦ 

雲
南
市
の
耐
震
改
修
工
事
へ
の

上
乗
せ
助
成
　

◦ 

島
根
県
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
リ

フ
ォ
ー
ム
」
へ
の
上
乗
せ
助
成
　

◦ 

内
装
工
事
を
伴
う
新
規
の
下
水

道
施
設
接
続
工
事
へ
の
助

※

成

◦ 

環
境
に
優
し
い
エ
コ
住
宅
改
修

お
よ
び
エ
コ
住
宅
設
備
工
事
へ

の
助

※

成

★ 

エ
コ
住
宅
改
修
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
で
あ
る

窓
、
断
熱
材
を
設
置
す
る
工
事

★
エ
コ
住
宅
設
備
と
は
・
・
・

　
省
エ
ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
の
対
象
製
品
（
高
効
率

給
湯
器
、
太
陽
熱
温
水
器
、
節
水

型
ト
イ
レ
、
高
断
熱
浴
槽
、
節
湯

水
栓
）
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
設
置
す

る
工
事

　
今
年
度
の
受
付
期
間
は
、
平
成

29
年
２
月
28
日
ま
で
で
す
。

　
年
間
予
算
枠
に
到
達
次
第
終
了

し
ま
す
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
交
付
決
定
後
の
工
事
着
手
が
条
件
と
な

　
り
ま
す
。

子
育
て
世
帯
定
住

宅
地
貸
付
け
事
業
　

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
子
育
て
世
帯

子
育
て
世
帯
定
住

宅
地
購
入
支
援
事
業

が
け
地
近
接
等

危
険
住
宅
移
転
事
業

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
子
育
て
世
帯
定
住
宅
地
購
入
支

援
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
市
内
に
宅
地

を
購
入
し
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

を
対
象
に
、
宅
地
購
入
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
条
件
】

○ 

民
間
売
買
に
よ
っ
て
購
入
し
た

市
内
の
住
宅
地
で
以
下
に
よ
る

場
合

・ 

住
宅
を
新
築
す
る
た
め
に
住
宅

地
を
購
入
す
る
場
合

・ 
中
古
住
宅
を
住
宅
地
と
一
緒
に

購
入
す
る
場
合

○ 

住
宅
地
の
購
入
費
が
１
０
０
万

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
が
け
地
お
よ
び
地
す
べ
り
等
で

住
宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、

建
築
住
宅
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　
危
険
住
宅
の
除
却
お
よ
び
新
た

に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入
含
む
）

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

・ 

勾
配
が
30
度
以
上
で
、
高
さ
が

２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
が
け
に

近
接
し
て
い
る
住
宅（
図
参
照
）

・ 

が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

円
以
上

○ 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
売

買
契
約
に
よ
る
も
の
で
、
土
地

の
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
こ

と
【
補
助
内
容
】

　
宅
地
購
入
価
格
の
１
／
10
（
最

大
50
万
円
）

　
年
間
予
算
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

早
目
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
の
年
齢
若
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

に
住
宅
地
を
25
年
間
有
償
貸
付

し
、
期
間
満
了
後
は
無
償
譲
渡
し

ま
す
。

【
対
象
住
宅
地
】

○
下
熊
谷
西
住
宅
団
地（
木
次
町
）

　
５
区
画

○
吉
田
住
宅
団
地
（
吉
田
町
）

　
２
区
画

【
申
請
者
の
条
件
】

　
以
下
の
条
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
方
は
申
請
で
き
ま
す
。

・ 

自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
を
建
築

し
、
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

熊本地震により熊本県内に住民票がある市町村
から他の市町村へ避難されている皆さんへ

【問】うんなん暮らし推進課 ☎0854-40-1014

　避難前にお住まいであった市町村に（住民票がある避難元市
町村に）連絡をお願いします。
※ 避難先が変わられたときも連絡をお願いします。

○次のことを連絡ください
◦氏名（通称が住民票に記載されている外国人住民は氏名・通称）　
◦生年月日　◦避難元の住所　◦避難先の所在地　
◦連絡先電話番号
※ 同一世帯の方と避難されている場合には、その方の上記情報も

連絡ください。                                　　　　 総務省・熊本県

避難者
避難前にお住まいであった市
町村（住民票のある避難元市
町村）

電話で連絡

・ 

貸
付
地
を
借
り
て
か
ら
２
年
以

内
に
住
宅
を
建
築
で
き
る
方

・ 

年
間
所
得
が
２
０
０
万
円
以
上

あ
る
方

・ 

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

・ 

賃
貸
借
契
約
が
確
実
に
履
行
で

き
る
方

　
条
件
や
事
業
内
容
等
、
詳
し
い

内
容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
子
育
て
世
帯
と
は
・
・
・

　
夫
婦
の
年
齢
若
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で
あ

る
世
帯
ま
た
は
年
齢
が
16
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

27 市報うんなん  No.140

市
営
・
県
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

　
建
築
住
宅
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
７
月
５
日
（
火
）
か
ら
７
月
12

日
（
火
）
17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
７
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
島
根
県
住
宅
供
給
公

【
申
し
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入

し
、
必
要
な
書
類
等
（
住
民
票
・

所
得
課
税
証
明
書
等
）
を
確
認
の

う
え
、直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
、
島
根
県
住

宅
供
給
公
社
（
雲
南
住
宅
管
理
事

務
所
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

る
条
例
制
定
日
（
昭
和
35
年
10

月
４
日
）
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅

※ 

た
だ
し
、
条
例
制
定
後
に
増
築

さ
れ
た
住
宅
は
補
助
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
　

　
来
年
度
（
平
成
29
年
度
）
に
本

制
度
を
活
用
し
て
移
転
を
お
考
え

の
方
は
、
11
月
30
日
（
水
）
ま
で

に
連
絡
く
だ
さ
い
。

高さ×1.5 

30°以上 
高さが
２ｍを
超える
もの 

禁止 
高さ×1.5

市役所１階ショーケースへの展示希望者を募集します！
【問】産業推進課  ☎0854-40-1052

　雲南市のブランド価値向上を目的に、市内の産業分野（特に手仕事）の成果物等をＰＲする場として、市
役所ギャラリーでの展示希望者を募集します。
　展示をご希望の方は、以下の募集概要を確認のうえ、産業推進課へ応募ください。
＜募集概要＞
　テ ー マ　市役所ギャラリーで、雲南の手仕事をＰＲしよう！
　募集期間　通年　※ただし、展示は順番待ちとなる場合があります。
　展示条件　●対象は複数の事業体が連携した団体。（公共の施設であり、個社のＰＲの場にすることはで
　　　　　　　きないため）
　　　　　　●雲南市のブランド価値向上につながると認められる展示企画。
　　　　　　●展示期間は概ね３～４ヵ月を想定していますが、希望団体数によっては調整を行います。
　　　　　　●展示が不適当と判断された場合は、期間中途でも出品団体の負担により撤去あるいは展示内
　　　　　　　容の変更を行っていただくことがあります。

中から見た様子
展示のイメージ

外から見た様子

h=1.6 ｍ

4.4m
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自衛官募集 【問】自衛隊島根地方協力本部  ☎0852-21-0015
      http://www.mod.go.jp/pco/shimane 島根地本

☆一般曹候補生（陸上・海上・航空自衛隊）…陸上・海上・航空自衛隊の曹となる自衛官を養成する制度
　応募資格　18歳以上27歳未満の方
　応募期間　7月1日（金）～9月8日（木）
　採用試験　9月16日（金）～17日（土）いずれか1日を指定　
　試験会場　松江・出雲・浜田の各島根県合同庁舎
☆航空学生（海上・航空自衛隊）…海上・航空自衛隊のパイロット等を養成する制度
　応募資格　高卒（見込含）21歳未満の方
　応募期間　7月1日（金）～9月8日（木）
　採用試験　9月22日（木）
　試験会場　島根県出雲合同庁舎
☆自衛官候補生（陸上・海上・航空自衛隊）
　採用と同時に陸・海・空自衛官候補生に任命されます。自衛官候補生として 3 ヵ月間の教育訓練を修了
した後、2 等陸・海・空士に任用されます。
　任用期間は、陸上自衛官は 1 年 9 ヵ月、海上・航空自衛官は 2 年 9 ヵ月を 1 任期として任用されますが、
引き続き勤務を希望する場合は、選考により 2 年を任期として継続任用されます。
　応募資格　18歳以上27歳未満の方
〇男性の場合
　応募締切　（一般）9月9日（金）　　（高校生）9月14日（水）
　採用試験
　（一　般） 9月11日（日）～12日（月）いずれか1日を指定
　・筆記試験・適性検査・作文　※身体検査・口述試験含む
　　試験会場　陸上自衛隊出雲駐屯地
　（高校生）9月16日（金）～17日（土）いずれか1日を指定
　・筆記試験・適性検査・作文
　　試験会場　松江・出雲・浜田の各島根県合同庁舎
　・身体検査・口述試験　9月24日（土）～26日（月）の間の指定する1日
　　試験会場　陸上自衛隊出雲駐屯地
〇女性の場合
　応募期間　7月1日（金）～9月8日（木）　
　採用試験　9月27日（火）
　・筆記試験・適性検査・作文　※身体検査・口述試験含む
　　試験会場　陸上自衛隊出雲駐屯地
　※ただし、試験期日、場所等について、追加・変更される場合があります。

【説明会の開催について】
　紹介した各種目の受験等に関する説明会を次のとおり予定しています。
　各種目に関して、担当者等が詳細に説明します。
①防衛大学校説明会…8 月上旬
　松江地方合同庁舎（松江市向島町134－10）　
②防衛医科大学校看護学科学生説明会（自衛官候補看護学生）…８月上旬
　松江地方合同庁舎（松江市向島町134－10）　                
③航空学生説明会…８月上旬
　航空自衛隊　美保基地（境港市小篠津町2258）

公
共
職
業
訓
練
「
10

月
期
受
講
生
」
募
集

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-
40-

１
０
５
２

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で
は

「
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
」

「
金
属
加
工
科
」「
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
」「
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク

科
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】
求
職
者
の
方

【
募
集
期
間
】
８
月
１
日
（
月
）

か
ら
９
月
６
日
（
火
）
ま
で

【
説
明
・
見
学
会
】

　
８
月
４
日
（
木
）、
８
月
22
日

（
月
）、
９
月
５
日
（
月
）

【
訓
練
期
間
】
10
月
４
日
（
火
）

か
ら
３
月
28
日
（
火
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
島
根

　
☎
０
８
５
２-

31-

２
３
０
９

毎月第３日曜日は
うんなん家庭の日

社会教育課　☎0854-40-1073

７月は17日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!
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中
小
・
小
規
模
事
業
者
等

出
産
後
職
場
復
帰
促
進
事
業

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

出
産
後
の
復
職
を
応
援
し
ま
す
！

　
島
根
県
で
は
、
従
業
員
が
出
産

後
職
場
に
復
帰
し
や
す
い
職
場
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
、
出
産
や
育

児
に
よ
る
離
職
を
減
ら
し
継
続
雇

用
を
促
す
た
め
、
小
規
模
事
業
者

等
に
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
者
】

　
従
業
員
50
人
未
満
の
小
規
模
事

業
者
等

【
支
給
要
件
】

　
従
業
員
が
出
産
し
、
職
場
復
帰

後
３
ヵ
月
以
上
雇
用

※�

平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
復

職
さ
れ
た
方

【
事
業
者
へ
の
支
給
額
】

①�

従
業
員
が
育
児
休
業
を
３
ヵ
月

以
上
取
得
し
た
場
合

　
　
20
万
円
／
人

②�

①
以
外
（
育
児
休
業
が
３
ヵ
月

未
満
等
）
で
職
場
復
帰
し
た
場

合
　
　
　
　
　
　
10
万
円
／
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
松
江
商
工
会
議
所

　
　
☎
０
８
５
２-

25-

２
５
５
６

　
島
根
県
商
工
会
連
合
会 

本
所

　
　
☎
０
８
５
２-

21-

０
６
５
１

雲南市税条例改正 【問】税務課 ☎0854-40-1034

　地方税法等の改正に伴い雲南市税条例の一部を改正しましたので、主な内容をお知らせします。

１ ．セルフメディケーション（自主服薬）推進のためのスイッチ O
オーティーシー

TC 薬控除（医療費控除の特例）の創設　
　○特定の検診等または予防接種を受けていることを要件とします。
　○ 平成29年1月1日から平成33年12月31日までの間に、スイッチ OTC 薬※の購入費用が年間12,000円

を超えて支払った場合は、その購入費用（年間10万円を限度）のうち12,000円を超える額を所得控除
します。

　○本特例と従来の医療費控除の併用はできません。
　※スイッチ OTC 薬・・・要指導医薬品および一般医薬品のうち、医療用から転用された医薬品

２．軽自動車税グリーン化特例（軽課）の適用期限延長
　平成27年度に導入されたグリーン化特例（軽課）が延長され、平成28年度に新規取得した一定の環境性
能を有する軽四輪等について、その燃費性能に応じて平成29年度分の軽自動車税率が軽減されます。

３．自動車取得税の廃止と環境性能割（仮称）の創設
　平成29年４月の消費税率（国・地方）10％への引上げ時に、自動車取得税を廃止し、自動車税および軽
自動車税にそれぞれ環境性能割（仮称）が創設されます。

４．自動車税および軽自動車税にそれぞれ環境性能割（仮称）が創設されたことに伴う税目の呼び方を改正
　従　来：軽自動車税
　改　正：軽自動車税（種別割）

５．地方創生応援税制（「企業版ふるさと納税」）の創設
　地方公共団体が行う、地方創生を推進する上で効果の高い一定の事業に対して法人が行った寄附について、
現行の寄附金の損金算入措置に加え、法人住民税等から税額控除されます。

６．地域の中小企業による設備投資の支援
　地域の中小企業による設備投資の促進を図るため、中小企業者等が新規取得した生産性向上に資する一定
の機械および装置について、固定資産税の課税標準額が軽減されます。

７．農地保有に係る課税の強化・軽減
　農業委員会による協議の勧告を受けた遊休農地について、評価方法の変更により課税が強化されます。ま
た、所有する全ての農地に農地中間管理事業のための賃借権等を新たに設定した農地について、固定資産税
の課税標準額が軽減されます。

８．特例措置の延長
　○新築住宅に係る固定資産税の減額措置の適用期限が 2 年延長されました。
　○耐震改修を行った住宅に係る固定資産税の減額措置の適用期限が 2 年 3 月延長されました。
　○ バリアフリー改修・省エネ改修を行った住宅に係る固定資産税の減額措置について、要件の見直しを行っ

た上で、適用期限が 2 年延長されました。
（注）この改正は平成28年３月31日現在のものです。３、４については国の動向により、今後変更となる場合
　　  があります。
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後期高齢者医療に加入の皆さんへ 【問】市民生活課  ☎0854-40-1031

☆「後期高齢者医療被保険者証」の更新
　75歳以上の方（65歳以上で島根県後期高齢者医療広域連合が障がい認定した方を含む）が現在お持ちの後期高
齢者医療被保険者証（紫色）（以下「被保険者証」という）の有効期限は、7月31日(日)までです。
　① 8 月 1 日（月）以降使用できる被保険者証「うぐいす（緑色）」は、７月末までに簡易書留で郵送します。
　② 平成27年中の所得の状況等により、医療機関で負担していただく割合が８月から変更になることがあります。

被保険者証に記載されている自己負担割合（「１割」または「３割」）を確認してください。
☆「後期高齢者医療限度額適用 ･標準負担額減額認定証」の更新
　住民税非課税世帯の方は、医療機関の窓口で「被保険者証」と「限度額適用・標準負担額減額認定証（以下「減
額認定証」という）を提示されると、医療費や入院時の食事代等が減額になります。
　「減額認定証」の有効期限は7月31日(日)までとなっており、8 月以降の「減額認定証」の更新方法は、以下の
とおりです。
　●前年度の「減額認定証」をお持ちの方で、新年度も引き続き住民税非課税世帯の方
　　　⇒７月中に新しい「減額認定証」を普通郵便で郵送しますので、申請手続きは不要です。
　●前年度の「減額認定証」を持っておられなかった方で、新年度に住民税非課税世帯の方
　　　⇒申請手続きが必要です。市民生活課または各総合センター市民福祉課で手続きをしてください。
☆「後期高齢者医療保険料額決定通知書」の送付
　７月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定通知書」をお送りします。平成28年度に納めていただく後期高齢者
医療の保険料額や納付方法が記載してありますので、確認してください。
☆後期高齢者医療保険料の支払方法
　年金天引きの方は申し出いただきますと、口座振替に変更できます。
　（変更方法）
　　（1）まず、「口座振替」の手続きを金融機関窓口で行ってください。
　　（2）次に、納付方法変更の手続きを債権管理対策課または総合センター市民福祉課で行ってください。その際、
　　　口座振替依頼書本人控え用を持参してください。
　　※ 8 月 1 日（月）までに申し出いただきますと、10月分以降の年金からの天引きを中止する手続きを行います。
　　　後日、納期等を通知書でお知らせしますので確認してください。
　　※口座振替にされた場合、その社会保険料控除は口座振替により支払った方に適用されます。これにより、世
　　　帯全体の所得税額や住民税額が少なくなる場合があります。
☆平成28年度保険料の軽減
　平成28年度の保険料軽減措置は以下のとおりです。「保険料額決定通知書」に軽減額等が記載してありますので、
確認してください。

＜均等割額の軽減＞
　次に該当する世帯の被保険者は、均等割額 45,840 円が軽減され次の額になります。

　均等割額は、被保険者一人ひとりに均等に負担をお願いするものですが、世帯主や同じ世帯の被保険者の方の所
得の合計が一定の額に届かない場合には、その水準にあわせた割合で軽減されます。

＜所得割額の軽減＞　（所得割額＝賦課のもととなる所得金額× 9.28％）
　平成27年中の所得金額から33万円を引いた金額が58万円（年金収入のみの方の場合その収入が211万円程度）
以下の方は、所得割額が半額になります。
※平成 27 年中の所得金額が 33 万円以下の方は、本来所得割がかかりませんので、この軽減の適用はありません。

世帯内の被保険者および世帯主の総所得金額
（平成27年中の収入・所得）の合計額・条件等 均等割軽減後の額 均等割軽減の割合

33万円以下で世帯内の被保険者がすべて年金収入80万円以下（他に所得
がない）の場合 4,582円 9割

33万円以下（上記以外の場合） 6,876円 8.5割

33万円＋（26.5万円×被保険者数）以下 22,920円 5割

33万円＋（48万円×被保険者数）以下 36,672円 2割

75歳の誕生日の前日まで、会社の健康保険等（ただし国民健康保険組合を
除く）の被扶養者であった方 4,582円 9割
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国民健康保険に加入の皆さんへ 【問】市民生活課  ☎0854-40-1031

■国民健康保険料決定通知書を７月中旬に世帯主あてに送付します。
　国民健康保険料は国保加入者がいる世帯の世帯主に対して賦課されます。
　平成28年度の国民健康保険料の年額を７月に賦課決定し、決定通知書を７月中旬に該当の世帯主あてに送付します。
　保険料は７月から来年３月までの９期に分けて納付していただきます。
■保険料納付書
　納付書払いの方は、決定通知書に９枚（９期分）全ての納付書を同封して送付します。
　各納期限にご注意のうえ、納付いただくようお願いします。
■本人の都合によらない離職者（非自発的離職者）の国民健康保険料の軽減制度
　倒産や解雇、雇い止めなど本人の意思によらない離職者（非自発的離職者）に対して、国民健康保険料が軽減されます。
　該当する場合は、市役所または各総合センターで手続きをされるように案内します。
１．軽減の内容
   ・  国保料の計算に用いる前年の所得（※ただし給与所得のみ）を、該当者については30／100したものに置き換え

て計算します
　・ 軽減は、期間は離職の翌日から、その翌年度の末までの間です（最長2ヵ年分）。
　※同一世帯の、他の国保加入者については通常どおりの取り扱いとなります。
２．軽減対象となる離職者の条件
　次のいずれの条件も満たす方が対象です。
　 （1） 離職日時点で65歳未満である方　　　　　　　　（2）雇用保険の受給資格を有する（もしくは有していた）方
　 （3） 雇用保険受給資格者証の離職理由の番号が次の方　⇒11、 12、 21、 22、 23、 31、32、 33、 34
３．届出に必要なもの
　（1） 雇用保険受給資格者証（離職事由の確認のため）
　　　※ 既に雇用保険の受給期間を終え、証が手元にない場合はハローワークにおいて再交付を受けてください。また、

事前に上記対象条件に該当しているか、確認されることをお奨めします。
　（2） 印  鑑

■限度額適用・標準負担額減額認定証の更新
　現在お使いの「限度額適用・標準負担額減額認定証」の有効期限は７月31日（日）までです。８月以降続けて使用さ
れる場合は、市民生活課または総合センターへ申請してください。
■国民健康保険高齢受給者証
　国民健康保険に加入しておられる70歳以上75歳未満の方には、国民健康保険高齢受給者証が交付されます。
　現在お持ちの受給者証の有効期限は７月31日（日）までです。
　８月1日（月）からの受給者証は昨年の所得で再判定し、７月末に発送します。
■平成28年度からの国民健康保険制度改正
　①保険料限度額の変更
　　これまでの国民健康保険料の限度額は、85万円（介護分対象外の世帯は69万円）でしたが、国の制度改正により
　　平成28年度から89万円（介護分対象外の世帯は73万円）に変更になります。
　②低所得者に係る保険料軽減の変更
　　保険料（均等割・平等割）の軽減が見直され、平成27年度から世帯の軽減判定所得額が次のとおり変更になり、支
　　給範囲が拡充されます。
変更後（平成28年４月以降）は次のようになります。
　・７割軽減基準額：変更なし　　　　　  ・５割軽減基準額：33万円＋（26．5万円×被保険者数）
　・２割軽減基準額：33万円＋（48万円×被保険者数）
27年度までは次のとおりでした。
　・７割軽減基準額：世帯の所得が33万円  ・５割軽減基準額：33万円＋（26万円×被保険者数）
　・２割軽減基準額：33万円＋（47万円×被保険者数）
※ 軽減判定所得額には、被保険者全員の所得に加えて、国民健康保険に加入していない世帯主の所得も含まれます。ま

た、軽減は４月１日現在の世帯構成により判定されます。

１．支 給 番 号 ２．氏 名
ウンナン ハナコ

３．被 保 険 者 番 号 ．性別 離職時年齢 生 年 月 日 求 職 番 号
女
．住 所 ま た は 居 所

雲南市木次町里方５２１－1
．支払方法（記号（口座）番号 金融機関名 支店名

○○銀行 ○○支店

資 格 取 得 年 月 日 離 職 年 月 日 離 職 理 由

歳 到 達 時 賃 金 日 額 離職時賃金日額 給 付 制 限

求 職 申 込 年 月 日 認 定 日 ．受給期間満了年月日
型 火

基 本 手 当 日 額 所 定 給 付 日 数 通算被保険者期間

雇用保険受給資格者証



市報うんなん  No.140 32

「若手ビジネスリーダー養成講座 in 雲南（全８回）」を開催します！
【問】雲南市産業振興センター  ☎0854-40-1052

メイン講師　流
さすが

石　　学
まなぶ

中小企業診断士
㈱メデュアクト 代表取締役

ゲスト講師　小
お

俣
また

健
けんざぶろう

三郎
（弁護士）

ゲスト講師　和
わ だ

田　壮
そうし

司
（公認会計士、税理士）

回 月日（曜日） 目的・テーマ 講　師 会　場

１ 6月29日(水) 意思決定・ケースディスカッションに慣れる 流石　　学 203会議室

２ 7月25日(月) キャリア・自身の仕事の棚卸・モチベーション 流石　　学 〃

３ 8月31日(水) 経営全般／組織内コミュニケーション 流石　　学 〃

４ 9月27日(火) 助成金申請のコツ 流石　　学 〃

５ 10月28日(金) 財務諸表から会社を読み解く 和田　壮司 〃

６ 11月22日(火) マーケティング思考 流石　　学 〃

７ 1月18日(水) 経営・相続に関する法律知識 小俣健三郎 〃

８ 2月20日(月) リーダーシップを考える 流石　　学 204会議室

　雲南市産業振興センターでは、力強い地域経済の実現と人口の社会増に向けて、経営者の実践力を高める
とともに、受講者同士のネットワーク形成を図ることで後継者不足の解消につなげることを目的として、最
新の経営知識を備えた講師陣による連続ビジネススクール「若手ビジネスリーダー養成講座 in 雲南（全８
回）」を次のとおり開催します。

日　程　６月～平成 29 年２月　
会　場　雲南市役所本庁舎　　　　　　　　　　　　　※詳細は下段をご覧ください。
テーマ　ビジネススキルを高めて活躍できる人材に！　
時　間　19:00 ～ 21:00（受付 18:30 ～）
対　象　20～40代のビジネスパーソン　※市内外問わず参加いただけます。
参加費　各回 1,000 円（資料代）　※全回一括申込みの場合は 5,000 円です。
　　　　※初回はプレ講義のため参加費無料

　市内の経営者の方を対象に、中小企業診断士、弁護士、よろず支援専門員による個別の経営相談
会も定期的に開催しますので、経営全般・法務・税務・後継者問題等困りごとがあれば、お気軽に
相談ください。

個別経営相談会の案内
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市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週月曜日、19日(火)
　おはなし会：２日（土）10:00 ～　５日（火）、12日（火）、26日（火）15:30 ～

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00 ～ 17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

新着の本（抄）
▼石飛榮一「今、振り返り伝えたいこと 戦後70年『13歳少年、学校と
戦争』」▼佐

さ
伯
えき

泰
やす

英
ひで

「吉
よし

原
わら

詣
もう

で 鎌倉河岸捕物控 」▼笹
ささ

本
もと

恒
つね

子
こ

「好奇心
ガール、いま101歳」▼群 ようこ「うちのご近所さん」▼百

ひゃく
田
た

尚
なお

樹
き

「カ
エルの楽園」▼万

ま
城
き

目
め

 学
まなぶ

「バベル九
きゅう

朔
さく

」▼葉
は

室
むろ

 麟
りん

「辛夷の花」▼西
にし

 加
か

奈
な

子
こ

「まく子」▼坂
さか

木
き

 司
つかさ

「アンと青春」▼宇江佐 真理「うめ婆
ばあ

行
ぎょう

状
じょう

記
き

」
▼伊坂幸太郎「サブマリン」▼シャーウィン裕

ひろ
子
こ

「戦争を悼
いた

む人びと」
▼落

おち
合
あい

恵
けい

子
こ
「質問老いることはいやですか？」▼佐

さ
藤
とう

文
あや

香
か
「俳句を遊べ！」

▼水木しげる「水木しげるの異
い

界
かい

探
たん

訪
ぼう

記
き

」▼久
く

保
ぼ

田
た

沙
さ

耶
や

「漂流郵便局」
▼辰

たつ
巳
み

 渚
なぎさ

「ミニマリストという生き方」▼ジェニファー L.スコット「フ
ランス人は10着しか服を持たない②」▼今

いま
泉
いずみ

忠
ただ

明
あき

 監修「ときめく猫図鑑」
▼山田いずみ「座ってできる！シニアヨガ」▼河

こう
野
の

和
かず

彦
ひこ

 監修「ぜんぶ
わかる認知症の事典」▼星

ほし
野
の

仁
よし

彦
ひこ

「発達障害に気づかない母親たち」▼
小
こ

崎
ざき

恭
やす

弘
ひろ

「図解ウチの男子とパパの『??』がスッキリする本」▼養
よう

老
ろう

孟
たけ

司
し

「老人の壁」▼大
おお

橋
はし

鎭
しず

子
こ

「『暮しの手帖』とわたし」

木次図書館　　☎0854-42-1021
 ７月の休館日  
　毎週月曜日、振替休館：19日（火）、月末整理休館：31日（日）
 イベント案内 
　☆おはなしレストラン　24日(日)　10:20 ～
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　　☎0854-43-6131
 ７月の休館日 
　毎週金曜日、18日（月・祝）、月末整理休館：31日（日）
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～（18日は除く）
　　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　☆おりがみ教室　　3日（日）10:00 ～
　　会場：大東市民体育館　事前申し込みが必要です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　　☎0854-49-8739
 ７月の休館日  
　毎週木曜日、18日（月・祝）、月末整理休館：31日（日）
 イベント案内 
　☆絵本のひろば　12日（火）10:30 ～

乳幼児と家族の方が気軽に図書館や本を楽しんでいただく時間です。
　☆おはなしチューリップたのしい絵本の会　夏休みスペシャル
　　　27日（水）14:00 ～

『夏休みスタンプラリー』開催！　期間：7/16（土）～ 8/30（火）
夏休みは図書館に行ってスタンプを集めよう！詳しくはチラシをご覧ください。

　大東・加茂図書館　合同企画★

掛
　合

保育園開放日
夢の子園 保 育 所 開 放 日 13日㈬・27日㈬   9:00 ～ 11:00

昼 食 試 食 会 13日㈬（要予約・〆切６日） 11:00 ～ 12:00
支援センター (分室：掛合体育館）

分　室 お 話 の 日  １日㈮ 10:30 ～ 11:00
子 育 て 相 談 日  ６日㈬   9:30 ～ 11:00

好老センター 七 夕 会 ７日㈭(要予約・〆切１日）   9:30 ～ 11:00
入間交流センター おそとであそぼっ！inうんなん 15日㈮ 10:00 ～ 12:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713
　　　　　　 

▲

かけや夢の子園 ☎62-9900

吉
　田

保育所開放日　
吉田保育所 21日㈭   9:30 ～ 11:30
田井保育所  ６日㈬   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ 20日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

子 育 て 教 室
『 水 遊 び を し よ う 』

（あおぞら保育園）
 ６日㈬   9:30 ～ 11:30

子 育 て 相 談 ８日㈮、22日㈮ 10:00 ～ 17:00
赤 ち ゃ ん 教 室

『水遊びバシャバシャ』
（あおぞら保育園）

13日㈬   9:30 ～ 11:30

地域福祉センターおおぎ 育 児 相 談 26日㈫   9:30 ～ 11:00
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（元久野幼稚園）  ２日㈯   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ４日㈪   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター）  ８日㈮   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 14日㈭   9:30 ～ 11:30
地域サークル
おおぎっこサークル

（大東健康福祉センター） 七夕会  １日㈮   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お茶会  ４日㈪ 10:00 ～
たんぽぽひろば（七夕会）  ６日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば

（怪我の対応などの話・日赤） 13日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

たんぽぽひろば
（ベビーマッサージ・タッチケア） 20日㈬ 10:00 ～（１時間程度）

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室（５～６ヵ月児対象離乳食教室）  ７日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育児相談 11日㈪   9:30 ～ 11:30
もぐもぐ教室（７～８ヵ月児対象離乳食教室） 14日㈭ 10:00 ～（※要予約）
もぐもぐ教室（９～11ヵ月児対象離乳食教室） 21日㈭ 10:00 ～（※要予約）
ア レ ル ギ ー 対 応 教 室 28日㈭ 10:00 ～（※要予約）

子育てサロン
加茂交流センター ぷ ち つ く し っ 子 広 場 22日㈮ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

赤 ち ゃ ん の 部 屋
（ マ マ の お し ゃ べ り 会 ）  １日㈮ 10:00 ～ (※要予約）
ミュージックケア（年齢不問）  ８日㈮ 10:00 ～ (※要予約）
誕生会（誕生児要予約） 14日㈭ 10:30 ～

出前保育
西日登交流センター 13日㈬ 10:00 ～
教室・相談

木次子育て支援
センター

ベ ビ ー マ ッ サ ー ジ と
ママの軽運動（３～７ヵ月）  ５日㈫   9:30 ～ (※要予約）

離乳食教室（９～ 11 ヵ月） 12日㈫ 10:00 ～ (※要予約）
ベビーマッサージ（３～７ヵ月） 19日㈫ 10:00 ～ (※要予約）
育 児 相 談、 妊 婦 サ ロ ン 22日㈮   9:30 ～ 11:00受付

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

育児相談  ４日㈪ 10:00 ～ 11:00受付
あそぼう広場〔プール遊び〕  ７日㈭ 10:00 ～ 11:00
あそぼう広場〔プール遊び〕 13日㈬ 10:00 ～ 11:00
あそぼう広場〔プール遊び〕 15日㈮ 10:00 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール７ 図書館だより図書館だより月
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  ４日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター  ６日㈬
加茂子育て支援センター 11日㈪
木次子育て支援センター 22日㈮
地域福祉センターおおぎ 26日㈫
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 22日㈮ 10:00～
◆離乳食教室
木次健康福祉センター  ５日㈫ 9:30～
◆両親学級　　　　　　参加料：500円
加茂健康福祉センター 23日㈯ 14:00～16:00

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ４日㈪

19:00～21:00

吉田ふるさとセンター  ７日㈭
大東地域交流センター 12日㈫
下熊谷交流センター 18日㈪
掛合まめなかセンター 20日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈮

◆胃がん検診（要予約） 受付時間

大東健康福祉センター  ５日㈫   8:30～11:00
13:00～14:00

斐伊交流センター 14日㈭   8:30～11:00
入間交流センター 26日㈫   8:30～  9:30
波多交流センター 26日㈫ 10:00～11:00
◆結核・肺がん検診（予約不要）
掛合町 19日㈫ 実施会場および時間については成

人健診のしおりをご覧ください20日㈬
◆乳がん検診（要予約） 受付時間

木次健康福祉センター  ７日㈭   9:00～12:00
13:30～16:00

大東健康福祉センター 15日㈮   9:00～12:00
13:30～16:00

加茂健康福祉センター 19日㈫   9:00～12:00

三刀屋文化体育館アスパル 23日㈯   9:00～10:30
13:00～14:00

◆スピード特定健康診査（要予約） 受付時間

三刀屋文化体育館アスパル 23日㈯   9:00～10:30
13:00～14:00

◆休日がん検診（要予約）
　（子宮頸がん、乳がん） 受付時間

勤労青少年ホーム  ２日㈯   9:00～11:30
13:30～15:30

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ７日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 14日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター 13日㈬ 13:00～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 28日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ７日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 13日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 13日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
ひとり親家庭法律相談 いきいきプラザしまね 13日㈬ 13:30 ～ 15:30【問】一般財団法人島根県母子寡婦福祉連合会　☎ 0852-32-5920
雲南サロン「陽だまり」 14日㈭

28日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン「ひまわり」 15日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
交通事故巡回相談 出雲市役所 21日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
こころのサロン「つくし」 22日㈮ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
アルコールによる困りごと相談 25日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
難病サロン しまね難病相談支援センター 28日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

７月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 ６、13、20、27日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 23日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは　いずれも 0854 です。 

※成人健診のしおりに誤りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。

医療機関 電話番号

内田クリニック （0852）55-2880

あさひまちクリニック 予約専用
0120-58-2889

医療機関 電話番号

内田クリニック 予約専用
0120-58-2889

あさひまちクリニック （0852）61-3006

【誤】 【正】
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市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。
掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
広告内容は市が推奨するものではありません。

広告枠 広告枠

広告枠 広告枠



●市報うんなん　No.140　2016 年７月発行
発行 ･ 編集／雲南市役所  政策企画部  情報政策課
〒699-1392  雲南市木次町里方521-1　☎0854-40-1015　  0854-40-1019

 unnan-city＠city.unnan.shimane.jp

市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 40,250人（－45人）

世帯数･･ 13,941世帯（＋20世帯）
平成 28 年 6 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,924人（－28人）

男　性･･ 19,326人（－17人）

I N F O R M A T I O N

雲南広域福祉会 16́ふれあいまつり 
 と　き  ７月31日（日）10:30 ～ 14:00
 ところ  しゃぼん玉工房、パレット（三刀屋町古城45-6）
 催し物  ステージイベント、模擬店、体験コーナー、

展示コーナー、バザー、大抽選会など
　【問】雲南広域福祉会（地域活動支援センターパレット）
 ☎ 0854-45-0020

第41回雲南地区消防団操法大会 
７月31日（日）に出雲市（斐川西中学校）で開催される島
根県消防操法大会に出場する分団が、日ごろの練習の
成果を披露します。ぜひ応援にお越しください。
 と　き  ７月17日（日）9:00 ～
 ところ  斐伊川河川敷（里熊大橋上流西側）
＜出場隊＞大東方面隊幡屋分団（小型ポンプの部）

　　　　　加茂方面隊自動車分団（ポンプ車の部）

　　　　　三刀屋方面隊（鍋山／中野分団　合同）（小型ポンプの部）
 【問】危機管理室　☎0854-40-1027

きすき夏祭り 
 と　き  ７月20日（水）
 ところ  斐伊川河川敷、木次町商店街など
 18:00 ～　  歩行者天国
 20:00（予定）～打上花火
神楽上演など各種イベントを開催します。
　【問】きすき夏祭り実行委員会（雲南市商工会木次支所内）
 ☎0854-42-1025

二十三夜祭 
 と　き  ７月23日（土）19:00 ～
 ところ  加茂町連担地内
雲南一の花火大会！今年も８号玉を含めた2,000発を
ドッカ～ンと打ち上げます☆神輿・左

さ

義
ぎ

長
ちょう

行列、花火
からのブルームーンLIVEで最高潮！ビアガーデンも盛
り上がります！
　【問】二十三夜祭実行委員会（雲南市商工会加茂支所内）

 ☎0854-49-7227

三刀屋天満宮夏祭り 
 と　き  ７月25日（月）19:00 ～
 ところ  三刀屋町商店街
お神

み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

、子ども神輿、花火大会など
　【問】三刀屋総合センター自治振興課
 ☎0854-45-2111

第22回雲南バンドフェスティバル 
 と　き  ７月10日（日）12:30開場 13:00開演
 ところ  加茂文化ホール ラメール（大ホール）
 入場料  【全席自由・前売】
 一般1,000円、高校生以下500円（当日各200円増）
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

劇団四季ファミリーミュージカル
「エルコスの祈り」 

 と　き  ７月24日（日）15:30開場 16:00開演
 ところ  加茂文化ホール ラメール（大ホール）
 入場料  【全席指定・税込】
 １階席4,000円、２階席3,500円
※保護者の方の膝の上でご覧になる３歳未満のお子さんは無料
※託児サービスあり（１歳以上～／要予約）
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

チェリヴァシアター「レンタネコ」
 と　き  ７月２日（土）①14:00 ②18:30
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  【全席自由・前売】

ペア1,500円（前売・会員様限定）、一般1,300円、会員1,000円、
シ ニ ア（60歳以上）・ 小 中 高 生500円（当日各200円増）、
障がい者手帳保持者500円

 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

UNNANアートスタート第２弾
０歳から入れるおんがく会 
 と　き  ７月16日（土）10:00開場 10:30開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（３階大会議室）
 入場料  大人500円、子ども300円（２歳以下無料）
※要事前申し込み、定員80人
　【問】UNNANアートスタート実行委員会（チェリヴァホール内）
 ☎0854-42-1155

中高生の！幸雲南塾 
 と　き  ７月９日（土）、17日（日）9:00～16:30
 ところ  市役所本庁舎　　　　 参加費  無料
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
　　　　　【問】社会教育課（キャリア教育推進室）
 ☎0854-40-1073

チェリヴァシアター LIVE
「三刀屋高校演劇部・青春C

コ ン フ リ ク ト

onfrict!」 
 と　き  ７月23日（土）18:00開演
 　 　24日（日）①10:00開演 ②14:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  無料
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155


